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ゑ
害
担
当
者
研
修
会
を
欄
催

　
十
目
町
市
に
お
い
て
は
典
型
し
公

害
の
中
て
も
水
質
汚
濁
か
最
も
車
視

さ
れ
、
公
害
防
止
設
備
か
除
々
に
進

ん
で
き
ま
し
た
か
、
一
方
〆
，
、
は
処
理

施
設
の
維
持
管
理
と
い
う
点
で
公
害

担
当
者
の
方
々
に
は
よ
り
専
門
的
な

知
識
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す

　
今
回
、
十
日
町
市
役
所
（
環
境
課
）

並
び
に
十
日
町
商
工
会
議
所
、
十
目

町
保
健
所
の
協
賛
で
、
染
色
関
連
工

場
を
中
心
と
し
た
水
質
関
係
工
場
の

公
害
担
当
者
並
び
に
責
任
者
（
経
営

者
）
を
対
象
に
研
修
会
を
計
画
し
ま

し
た
の
で
、
せ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
日
　
昭
和
五
十
四
年
六
月
ニ
レ
．
．
、

日
困
　
午
前
九
時
』
一
十
分
～
午
後
四

時
ま
で
。

会
場
　
十
日
町
市
民
会
館
　
四
階

（
講
堂
）

日
程
　
　
く
午
前
の
部
V
ω
”
公
害
担

当
者
の
手
引
き
”
の
概
要
説
明
　
⑫

水
質
汚
濁
防
止
法
の
解
説
　
　
く
午
後

の
部
V
ω
講
演
「
汚
水
処
理
の
方
法
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ら
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つ
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ふ
イ
　
　
　
　
　
し
　
　
　
の

　
　
　
　
　
第
3
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贋
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て
す

　
　
　
　
　
料
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期
険
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日
で
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5
表
拡
劇

　
　
　
1
保
1
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第
康
月

　
　
　
　
　
　
　
　
月
の
ー
や

　
　
　
税
健
6

　
　
　
　
　
　
　
ヨ
地
ド
あ

　
　
　
　
　
　
　
正
膿
骸

　
　
　
民
民
は

　
　
　
市
国
期

　
　
　
●
●
納
訂
央
β
下

　
　
　
　
　
　
　
　
■
中
q
以

慢
・
、
k
維
持
管
理
．
比
「
ゾ
　
　
0
質
疑

応
答
※
”
公
害
担
当
者
b
重
引
ぎ
6
は
当

目
配
布
し
士
、
＋

明
る
い
選
挙
啓
発

　
　
ポ
ス
タ
ー
を
募
集

　
文
部
省
、
自
治
省
－
、
、
は
、
明
る
い

選
挙
を
お
し
す
す
め
る
た
め
、
心
身

と
も
に
清
く
正
し
い
児
童
、
生
徒
の

皆
さ
ん
か
ら
明
る
い
選
挙
敗
・
発
ホ
ス

ケ
ー
を
募
・
集
し
ー
、
い
長
す

O
募
集
内
容
　
明
る
い
選
挙
を
お
し

す
す
め
ろ
、
二
と
を
表
わ
す
も
の

○
応
募
資
格
　
小
学
校
児
童
、
中
学

校
高
等
学
校
の
生
徒
へ
．
友
．
点
）

O
応
募
方
法
　
田
用
紙
は
面
㎝
×
鉤

㎝
～
5
5
㎝
x
⑳
㎝
以
内
　
色
は
自
由

　
図
作
品
の
裏
面
右
ト
に
都
道
府
県

名
、
学
校
名
、
学
年
、
氏
名
（
ふ
↓

が
な
）
性
別
等
を
記
載

O
締
切
日
　
五
十
四
年
九
月
十
日
側

○
提
出
先

6月27日困

総講し．，！

匠躊鰍

～
日
町
海
選
挙
管
理
委
員
会

0
審
査
　
第
．
次
審
査
（
市
選
挙
管

理
委
員
会
）
第
．
一
次
審
査
へ
地
〃
審

査
）
第
、
次
審
査
（
中
央
審
査
｝

○
発
表
・
賞
　
、
翻
レ
四
年
↑
月
ド
旬

文
部
友
臣
・
自
治
大
臣
賞
i
小
学
校

中
学
校
、
高
等
学
校
各
六
名
、
ほ
か

○
そ
の
他
　
応
募
作
品
は
返
却
し
主

軸
「
｝
ん

金
婚
式
を
む
か
え
ら
れ
る

ご
夫
婦
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

　
金
婚
式
を
む
か
え
ら
れ
る
夫
婦
に
、

新
潟
県
老
入
ケ
ラ
ブ
連
合
会
と
、
市

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
、
お
祝
い
の

記
念
品
が
贈
ら
れ
主
＋

　
本
年
度
の
該
当
ご
夫
婦
は
、
昭
和

四
年
四
月
一
日
～
昭
和
五
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
の
間
に
結
婚
さ
れ
た
か

た
が
た
で
す
。
該
当
さ
れ
る
夫
婦
は
、

氏
名
（
お
二
人
の
）
、
年
令
・
結
婚
年

月
目
を
六
月
二
十
日
ま
げ
、
、
に
各
地
区

の
嘱
託
員
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
（
前
年
に
記
念
品
を
受
け
と
ら
れ
な

か
っ
た
ご
夫
婦
も
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
）
な
お
、
記
念
品
の
贈
呈
式
は
、

一

尽彫／
　’

娩圃
むし歯の早期治療を．イ！

後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
社
会
福
祉

事
務
所
、
福
祉
係
（
猛
し
L
…
二
一

一
番
内
線
一
二
六
）

寄
付
あ
り
が
と
う

社
会
福
祉
事
業
へ

　
▼
内
藤
直
義
（
控
木
）
千
円
　
▼

樋
口
新
一
（
上
川
町
）
千
六
百
円

▼
阿
部
正
則
（
上
川
町
）
千
円
　
▼

蕪
木
義
男
（
神
明
町
）
六
千
円
　
▼

天
理
教
北
越
分
教
会
長
　
中
村
則
之

十
万
円
（
会
長
在
任
五
十
年
記
念
）

▼
匿
名
　
一
万
円

中
条
地
区
公
民
館
へ

　
▼
中
沢
二
郎
（
四
日
町
）
図
書
三

百
冊

iご存短

ですか
青
少
年
ホ
ー
－
ム
は
、
働
く
青
少
年

力
余
暇
を
楽
し
く
有
意
義
に
す
．
こ
せ

る
よ
う
に
設
置
し
た
福
祉
施
設
で
す
。

　
ホ
ー
ム
で
は
、
各
種
の
教
養
講
座

や
文
化
教
養
、
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ

エ
～
シ
ョ
ン
等
を
行
っ
て
お
り
、
利

用
者
の
自
主
的
な
ク
ラ
ブ
活
動
の
促

進
と
指
導
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
職
員
は
四
名
で
、
通
常
勤
務
の
用

務
員
の
ほ
か
は
、
開
館
時
問
に
合
せ

て
午
後
一
時
か
ら
夜
九
時
す
ぎ
ま
で

勤
務
し
て
い
ま
す
。

　
ホ
ー
ム
は
、
市
内
の
商
店
や
会
社

な
ど
で
働
い
て
い
る
二
十
五
歳
以
ド

の
か
た
な
ら
誰
で
も
利
用
で
き
ま
す
．

開
館
時
間
は
平
日
午
後
一
時
～
九
時
、

土
曜
日
は
午
前
十
時
～
午
後
五
時
、

日
曜
目
、
祝
日
、
年
末
年
始
は
休
館

目
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
施
設
の
概
要
　
鉄
筋
二
階
建
、
冷

暖
房
完
備
、
娯
楽
室
、
講
習
室
、
図

書
室
、
料
理
室
ほ
か
．
卓
球
台
、
ス

ポ
ー
ツ
用
具
、
キ
ャ
ン
プ
用
具
、
ビ

リ
ヤ
ー
ド
ほ
か
．
（
利
用
者
に
用
具
の

貸
出
し
も
し
て
い
ま
す
）

　
ホ
ー
ム
が
若
者
の
城
と
し
イ
＼
仲

間
づ
く
り
の
ひ
ろ
場
と
し
て
、
楽
し

く
よ
り
充
実
し
た
活
動
の
場
と
し
て

利
用
さ
れ
る
よ
う
望
ん
で
い
ま
す
．

　
　
（
ホ
ト
ム
館
長
　
山
田
熊
治
）

中
条
地
区
公
民
館
大
井
田
分
館
へ

　
▼
新
潟
日
報
田
中
新
聞
取
次
店
　
（
田

中
町
）
灰
皿
五
十
個
、
公
園
ベ
ン
乏
．
一

台
停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
六
月
十
四
日
困
　
午
前
九
時
～

午
後
一
時
ま
で
　
関
根
、
浅
之
平
、

0⑰θの日に
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，冬

¢． 才
焦

今々

な

・1鱒

露簿

払毎
弘中

ヱ
喜

』や恵い’

　・欝
う・・始㌣9り一〔、

　yト

め

乞
〃 亀

笹
之
沢
、
池
之
平
、
落
之
水
、
孕
石

稲
子
平
、
控
木
、
長
里
　
▼
六
月
十

八
日
㈲
　
午
後
一
時
～
四
時
三
十
分

ま
で
、
本
町
二
二
一
丁
四
丁
目
の
各

一
部
、
若
宮
町
、
駅
通
り
一
部
、
田

中
町
西
．
東
の
各
一
ド
織

　
　
　
づ
ヒ
が
2
　
命

〇
六
月
一
日
、
第
一
回
の
「
市
民
と

語
る
日
」
が
行
わ
れ
、
二
十
一
組
、

九
十
七
人
が
来
庁
さ
れ
ま
し
た
．
大

変
な
盛
況
で
だ
い
ぶ
待
っ
て
い
た
だ

い
た
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
ま
し
た
が
、

対
話
を
終
っ
て
、
待
た
さ
れ
た
時
間

の
長
さ
を
忘
れ
さ
せ
る
収
穫
が
、
あ

っ
た
よ
う
で
す
。

　
十
五
日
か
ら
は
、
総
合
計
画
策
定

の
た
め
の
、
地
区
広
聴
会
も
実
施
さ

れ
ま
す
。
幅
広
く
意
見
を
お
聞
し
、

市
政
に
反
影
し
、
そ
の
結
果
を
、
市

報
等
で
順
次
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
．

■市勢／人ロー50，012人（男24，558・女25，454人）／世帯数一l　l，939／面積一21L44k㎡（5月旧現在）
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　　　　　　　　　　　　　　十日町橋下の信濃川左岸に造成を進めていた、信濃川運動公園がこの　十8町菰書測ll運動公園察内辱　　　、まど完成しました．

　　　　　　　　　　　　　　こび）アカシアに囲まれた運動公園は、市民び）スポーツ、レクリエーシ

　　　　　　　　　　　　　　ョンび）場として、昭和51年に着工以来、3年間に、約6千万円をかけて、

　　　　　　　　　　　　　約13万平方メートルのゆったりとした河川敷内に野球場3面、テニスコ

轟黒．欝静響』，，謂要∴偏論撫勇熱変㌘灘麗㍊
　　　　　　　　　　　　1饗設になりました．体力づくりや、レクリエーションの場として各施設を
　＋懲磁常叡驚饗徽叢、．．＿騨　撰
蟻鑛．織響、、欝欝欝，譲灘峨、懇鶏．「活発にご利用ください・申込みは市民体育館（奮7－5208番）です・

　　　　施設の概要
◎野球場3面　46，200㎡

　バックネット、12，0mX3，5m3基、ベンチ

　24基、スコァボード3基
◎テニスコート8面　5，600㎡

　移動式支柱（8面）組立可搬式フェンス、

　ベンチ16基
◎サッカーコート　9，2（X）㎡

◎トリムコース　2，1km
◎ファミリー広場　　3，2〔）0㎡

◎糸最士也帯　　　　　　　　　　55，300K■f

　水呑場、テント5張、トイレ
使用申込　市民体育館（台7－5208番）

　　　少年野球大会
　　　　　参加チーム募集
市教育委員会では、次の要項で第12回少年野

球大会の参加チームを募集しています。

期臼　 8月4日・5日
会場　信濃川運動公園

申込・問い合せ　7月20日までに市教育委員会
　（87－3111番内線275）へ。

抽せん　7月24日　市民体育館

参加料　2，000円

．
擬
購
・
難

鴛
　
づ審　　齢

窟盤

完
成
記
念

市
民
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

　
六
月
二
十
四
目
、
信
濃
川
運
動
公
　
　
れ
の
会
場
に
わ
か
れ
て
も
り
だ
く
さ

園
の
完
成
を
祝
、
て
、
市
民
レ
ク
リ
　
　
ん
の
行
事
が
あ
り
ま
し
た
。

エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
が
お
こ
な
わ
れ
ま
　
　
　
野
球
場
で
は
、
小
・
中
学
生
や
女

し
た
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
性
も
参
加
し
て
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

　
参
加
者
全
員
で
ラ
ジ
オ
体
操
を
し
　
　
会
と
、
糸
魚
川
商
工
高
校
を
迎
え
て

た
あ
と
、
二
・
．
キ
・
メ
ー
ト
ル
の
　
　
地
元
十
日
町
高
校
と
の
招
待
野
球
、

ト
リ
ム
コ
ー
ス
を
一
周
し
、
・
て
れ
ぞ
　
　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
は
、
初
心
者
を
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
象
に
し
た
講
習
会
や
模
範
試
合
、
丑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
カ
ー
コ
ー
ト
で
は
社
会
人
中
越
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
区
二
部
リ
；
グ
戦
。
フ
ア
ミ
リ
ー
広

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
場
で
は
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、
園
路
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
操
は
健
康
マ
ラ
ソ
ン
に
と
の
べ
千
余
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
体
の
市
民
か
会
場
狭
し
と
さ
わ
や
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
汗
を
流
し
ま
し
た
。
ま
た
、
汗
を
流

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
し
た
あ
と
に
は
、
群
生
す
る
ア
カ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
員
ヤ
の
木
の
下
で
、
持
参
の
オ
ニ
キ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
を
ほ
お
ば
っ
た
り
、
昼
寝
を
し
た
・
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
い
る
家
族
づ
れ
や
若
者
の
ゲ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
プ
の
姿
－
も
み
ら
崩
、
　
』
新
し
い
－
巾
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
憩
の
広
場
に
な
，
〆
、
い
ま
し
た

●
一

　
《
》
テ
ニ
ス
初
心
者
講
習
会

O
ト
リ
ム
〒
ス
で
ジ
ョ
ッ
キ
ン
グ

《
》
サ
ッ
カ
ー
社
会
人
二
部
リ
ー
グ
戦

　
《
》
強
豪
糸
魚
川
商
工
を
迎
え
て

縮

触

凝義

、
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　6月26日から降り始めた雨は、7月2日午前9時か

ら7月3目午前9時までに102励（林業試験場十日町

試験地）を記録し、カラ梅雨状態から一転して集中

豪雨になりました。この大雨は市内各所に農林・土

木関係の災害をもたらし、特に7月2日、野中地内

の市道土市一野中線で、水沢中学校から帰宅途中び）

女生徒6人が落ちてきた土砂をかぶり、1人が入院

するという事故がありました。（幸いケガは軽傷）こ

の集中豪雨による災害状況はつぎのとおりです。
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●市道　小貫船坂線などで10ヵ所

●河川　当間川など2河川（被害額約1，102万円）

◎農業施設

●林道　城東線3ヵ所　●農道　26ヵ所

●農業用水路　52ヵ所（被害額約4，100万円）

●消防団員の出動　　131名
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7月1日、第2回「市民と語る日1かおこなわれ、雨
の日曜目にもか汽わらず7組36人が参加1、て、膝を！啓

わせて熱心に語りあ．ました、

市道・農道の改良を

o蔽瀦を鷺．覆嬰1諜鰍穣
勾配なのでコンクリート舗装を　1する　　さ設　。てて　ス
　　　　　　　　　　しび）保んを1き私力高校生グ）冬期間の通学問題も　　i　lて安の作魚ま達イ

ー一市道の件は担当者に調査させ起　　細林考る沼　し　のラ

　　　　　　　　　　　部’え計スたマイす・二子は農振地域内ですから・1　、二所方画力　。ス　ン

農道整備に4割の補助制度施！i曙駈湧籍情
ます・高校生の寮の件は・会社の寮をi　て等重　り　イ　し　7然
借りるとか方法を考えてみまし垣　 はのしまンてラ公
、　　　　　　　　　　協問ますにくン園
つ。一

　　自然公園をO
一六箇地区推進協議会一
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田
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　　　　　　　　　　　　　　十日町橋下の信濃川左岸に造成を進めていた、信濃川運動公園がこの　十8町菰書測ll運動公園察内辱　　　、まど完成しました．

　　　　　　　　　　　　　　こび）アカシアに囲まれた運動公園は、市民び）スポーツ、レクリエーシ

　　　　　　　　　　　　　　ョンび）場として、昭和51年に着工以来、3年間に、約6千万円をかけて、

　　　　　　　　　　　　　約13万平方メートルのゆったりとした河川敷内に野球場3面、テニスコ

轟黒．欝静響』，，謂要∴偏論撫勇熱変㌘灘麗㍊
　　　　　　　　　　　　1饗設になりました．体力づくりや、レクリエーションの場として各施設を
　＋懲磁常叡驚饗徽叢、．．＿騨　撰
蟻鑛．織響、、欝欝欝，譲灘峨、懇鶏．「活発にご利用ください・申込みは市民体育館（奮7－5208番）です・

　　　　施設の概要
◎野球場3面　46，200㎡

　バックネット、12，0mX3，5m3基、ベンチ

　24基、スコァボード3基
◎テニスコート8面　5，600㎡

　移動式支柱（8面）組立可搬式フェンス、

　ベンチ16基
◎サッカーコート　9，2（X）㎡

◎トリムコース　2，1km
◎ファミリー広場　　3，2〔）0㎡

◎糸最士也帯　　　　　　　　　　55，300K■f

　水呑場、テント5張、トイレ
使用申込　市民体育館（台7－5208番）

　　　少年野球大会
　　　　　参加チーム募集
市教育委員会では、次の要項で第12回少年野

球大会の参加チームを募集しています。

期臼　 8月4日・5日
会場　信濃川運動公園

申込・問い合せ　7月20日までに市教育委員会
　（87－3111番内線275）へ。

抽せん　7月24日　市民体育館

参加料　2，000円
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●市道　小貫船坂線などで10ヵ所
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●林道　城東線3ヵ所　●農道　26ヵ所

●農業用水路　52ヵ所（被害額約4，100万円）

●消防団員の出動　　131名

◎降水量

六箇小塩ノ又分校141㎜、，馬場小珠田分校139．5㎜
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嬬
入
も
れ
後
継
者
に
救
済
措
置

　
　
　
　
　
　
　
物
価
ス
ラ
イ
ド
も
七
月
分
か
ら
実
施

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
農
業
者
年
金
～

　
農
業
者
年
金
改
正
法
案
が
先
頃
の

国
会
で
可
決
さ
れ
、
そ
の
中
で
加
入

期
限
を
逸
し
て
加
入
で
き
な
く
な
っ

て
い
る
後
継
者
（
い
わ
ゆ
る
“
高
齢

後
継
者
”
）
の
加
入
救
済
措
置
が
新

設
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
親
が
健
在
な
ど
の
理
由

で
農
地
の
権
利
名
義
を
も
っ
て
い
な

か
っ
た
農
業
後
継
者
（
任
意
加
入
資

格
者
）
の
う
ち
、
農
業
者
年
金
に
こ

れ
ま
で
加
入
手
続
き
を
し
て
い
な
か

っ
た
た
め
、
新
た
に
加
入
し
て
も
一

定
の
保
険
料
納
付
済
み
期
間
を
満
た

せ
な
く
て
加
入
で
き
な
か
っ
た
人
が

全
国
に
二
十
万
人
（
四
十
歳
～
六
十

歳
）
ほ
ど
い
る
こ
と
か
ら
設
け
ら
れ

た
救
済
措
置
で
す
．
（
十
日
町
市
で
は

一
．
一
百
人
）

　
今
回
の
改
正
は
、
特
例
を
設
け
、

本
人
の
申
し
出
に
よ
っ
て
二
十
年
と

い
う
】
定
の
保
険
料
納
付
済
み
期
間

（
高
齢
の
人
に
は
期
間
短
縮
の
特
例

が
あ
り
ま
す
）
に
た
り
な
く
な
っ
た

期
間
の
保
険
料
を
納
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
も
の
で
す
。

◎
救
済
対
象
者

①
大
正
八
年
七
月
三
日
～
昭
和
十
五

年
一
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
、
国

民
年
金
加
入
者

生
ま
れ
月
と
基
準
日
の
関
係

生
ま
れ
月
に
よ
る
区
分

基
　
　
準
　
　
日

大
正
八
年
七
月
三
日
か
ら
大
正
九
年
一
月

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
基
金
へ
の
申

し
出
の
日
（
以
下
「
申
出
日
」
と
い
う
）

に
お
い
て
六
十
歳
未
満
の
人

昭
和
四
十
九
年
七
月
一
日

大
正
九
年
一
月
二
日
か
ら
昭
和
十
一
年
一

月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

昭
和
五
十
年
一
月
一
日

昭
和
十
一
年
一
月
二
日
か
ら
昭
和
十
二
年

一
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

昭
和
五
十
一
年
一
月
一
日

昭
和
十
二
年
一
月
二
日
か
ら
昭
和
十
三
年

一
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

昭
和
五
十
二
年
一
月
一
日

昭
和
十
三
年
一
月
二
日
か
ら
昭
和
十
四
年

一
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

昭
和
五
十
三
年
一
月
一
日

昭
和
十
四
年
一
月
二
日
か
ら
昭
和
十
五
年

一
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

昭
和
五
十
四
年
一
月
一
日

②
左
表
の
生
ま
れ
月
の
区
分
に
応
じ

た
基
準
日
に
、
親
が
五
十
艀
，
以
上
の

経
営
者
だ
っ
た
こ
と

③
②
の
経
営
主
の
直
系
卑
属

　
①
～
③
に
該
当
し
て
い
て
も
、
親

が
申
し
出
る
後
継
者
に
農
地
を
譲
ら

な
い
で
農
業
経
営
を
廃
止
し
て
い
る

場
合
は
、
救
済
の
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。④
本
人
（
後
継
者
）
が
申
し
出
る
日

に
ω
後
継
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
親

か
ら
後
継
者
の
指
定
を
受
け
て
い
る

こ
と
回
す
で
に
経
営
主
に
な
っ
て
い

る
場
合
は
、
親
が
基
準
日
に
も
っ
て

い
た
農
地
等
の
過
半
を
譲
り
う
け
て

い
る
こ
と

　
な
お
、
④
す
で
に
被
保
険
者
に
な

っ
て
い
る
人
⑧
経
営
移
譲
年
金
の
受

給
権
を
得
て
い
る
人
◎
現
行
法
’
．
、
加

入
し
て
も
受
給
資
格
が
得
ら
れ
る
人

◎
任
意
脱
退
し
た
人
な
ど
は
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。

◎
申
し
出
期
間
　
し
月
二
日
～
十
二

月
一
．
一
十
一
日

◎
保
険
料
が
納
め
ら
れ
る
期
間
　
表

の
基
準
日
の
月
か
ら
申
し
出
た
月
の

前
月
ま
で

◎
保
険
料
額
　
月
額
一
』
千
六
百
円

◎
申
し
出
先
　
十
日
町
市
農
協
本
所

ま
た
は
も
よ
り
の
農
協
事
業
所
へ

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
十
日
町
市
農

協
金
融
課
（
8
七
－
一
五
七
一
番
）

ま
た
は
市
農
業
委
員
会
（
8
七
－
三

］
一
一
番
内
線
二
六
一
）
ま
ー
．
、
．

年
金
額
三
・
四
％
ア
ッ
プ

　
圭
た
同
法
改
正
に
ょ
〕
、
こ
れ
ま

で
物
価
ス
ラ
イ
ド
の
実
施
期
問
を
繰

勺
上
げ
る
の
に
い
ち
い
ち
法
改
正
が

必
要
に
な
る
現
行
制
度
を
改
め
、
国

民
年
金
が
物
価
ス
ラ
イ
ド
を
実
施
し

た
場
合
は
、
農
業
者
年
金
’
．
、
も
・
て
の

月
か
ら
国
民
年
金
に
準
じ
た
年
金
額

の
引
き
上
げ
が
行
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
．
こ
れ
で
、
農
業
者
年
金
の

物
価
ス
ラ
イ
ド
は
、
制
度
と
し
て
国

民
年
金
と
の
連
動
が
実
現
し
た
わ
け

ー
“
曳
す
（
、

　
圧
士
．
一
年
度
の
全
国
消
費
者
物
価

の
上
昇
率
は
、
先
に
．
∵
四
智
と
確

定
し
ま
し
た
の
で
、
農
業
者
年
金
も
．
一

と
し
七
月
か
ら
．
．
一
・
四
育
引
き
あ
げ

ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
農
業
者
老
齢
年
金
、
離
農

給
付
に
つ
い
て
も
同
様
の
物
価
ス
ラ

イ
ド
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

森
林
の
下
刈
り
作
業
の

　
　
補
助
申
請
は
早
め
に

　
森
林
総
合
整
備
地
域
指
定
に
よ
っ

て
、
人
工
林
の
う
ち
二
十
五
年
生
ま

で
の
林
を
下
刈
り
す
る
場
合
に
補
助

対
象
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
該

当
者
は
七
月
宋
日
ま
で
に
、
対
象
地

す
べ
て
の
土
地
地
番
を
控
え
た
も
の

と
印
鑑
を
持
参
し
て
、
十
日
町
森
林

組
合
（
大
黒
沢
　
3
八
⊥
三
一
五

番
）
で
補
助
申
請
を
早
め
に
ナ
ま
せ
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
植
林
の
補
助
申
請

は
九
月
末
日
ま
で
に
し
て
く
だ
さ
い
。

灘
嘉
宅
児
這
そ
ラ
シ”一ズ
1泌7．、！

給
食
パ
タ
ー
ン
の

　
　
　
　
　
　
　
　
改
善
を

　
文
部
省
で
は
、
魅
力
の
あ
る
食
事

内
容
の
向
上
を
学
校
給
食
改
善
の
第

鱒
の
穏
標
に
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

た
め
に
は
、
良
質
’
．
㌧
安
定
し
た
緬
格

の
学
校
給
食
鶏
物
姿
を
確
保
す
る
こ

と
拶
緊
急
の
課
題
で
す
。
と
く
に
食
、

晶
の
贔
獲
を
こ
れ
以
上
落
せ
な
い
た

め
、
県
単
位
に
食
品
検
査
機
能
を
高

め
て
い
く
手
段
が
と
ら
れ
る
と
と
も

に
、
消
費
者
サ
イ
ド
に
立
っ
て
学
童

の
た
め
の
新
し
い
食
品
糊
発
が
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
後
食
糧
の

海
外
依
存
度
が
高
く
な
っ
て
い
け
ば
、

安
定
し
た
髄
欝
で
良
質
鞍
禦
狡
給
食

嗣
物
資
を
確
保
す
る
こ
諺
は
毒
お
に

む
づ
か
数
く
な
り
ま
ず
。
鞭
治
的
に

栖
格
上
昇
を
押
え
る
と
い
り
《
も
、

こ
れ
に
は
限
度
が
あ
り
、
と
く
に
主

　
漸
a
灘
小
学
校
の
米
飯
給
食

市
教
育
委
員
会

　
食
や
基
幹
物
資
の
確
保
に
対
す
る
抜

　
本
的
対
策
が
当
面
の
緊
急
諜
題
’
、
・
し

　
よ
う
。

　
　
そ
の
場
合
や
は
り
、
パ
ン
と
牛
乳

　
と
い
う
学
被
給
食
の
パ
ヶ
ー
ン
に
は

　
問
題
が
あ
り
ま
す
，
小
愛
粉
は
海
外

　
依
存
に
頼
矯
し
か
華
が
な
く
、
ま
廃

、
乳
牛
の
飼
斜
も
撫
纏
欝
燈
撮
に
舎
わ
・

な
い
志
る
騰
澗
鎌
な
翼
命
を
た

　
ど
ら
ざ
る
藪
欝
饗
讐
ん
毒
饗

　
　
ご
の
際
、
思
い
切
っ
た
学
校
給
食

　
め
バ
タ
ー
ン
の
変
更
を
考
え
な
け
れ

　
ば
な
ら
な
い
と
い
う
声
も
あ
が
っ
て

　
い
ま
す
。
そ
の
可
能
性
が
、
日
本
の

　
米
誘
再
認
識
の
ま
靴
泣
っ
て
落

　
こ
と
を
見
逃
蹴
叢
麟
簾
馨
叢
煙
ん
．

　
学
校
給
嚢
め
主
食
が
バ
藍
懸
な
纏
れ

　
ば
な
ら
態
い
と
縁
、
文
．
都
省
で
も
考

　
え
て
お
ら
ず
、
灘
飯
縷
を
い
か
に

　
多
く
す
る
か
は
、
、
奪
矯
鞠
学
校
給
食

　
の
課
題
で
し
よ
う
．
、
譲
灘

　
　
叢
蓋
嚢
簸
蓋
饗

の
毒
は
、
昭
轟
鞭
礁
憲
冬

塑
．
ン
輸
送
園
轟
繕
馨
驚
、

昭
和
辛
二
釜
鞭
礫
欝
給
嚢

実
施
校
全
部
集
垂
簿
衰
払

ま
し
た
．
現
霧
麟
灘
整
彊

施
が
小
学
校
一
熟
難
凄
募

　
校
、
遍
二
回
実
施
濾
壌
鱗
絞
獲
滋
撰
．

睾
篁
羨
綴
蝋
肇
馨

学
校
七
喪
中
驚
響
鑛
暴
聖

　
っ
て
い
ま
す
。
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劉

教
育
委
員
会
委
員
に
林

監
査
委
員
に
福
崎
の
両
氏
を
選
任

　
市
議
会
第
二
回
定
例
会
は
六
月
十

五
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
議
会
で
は
、
教
育
委

員
会
委
員
に
林
正
氏
を
任
命
し
、
監

査
委
員
に
福
崎
正
平
氏
が
再
任
さ
れ
、

二
十
五
議
案
（
請
願
十
件
、
陳
情
三

件
を
含
む
）
が
審
議
さ
れ
、
二
十
議

案
に
つ
い
て
は
可
決
・
採
択
さ
れ
、

一
議
案
に
つ
い
て
は
継
続
審
査
と
な

り
ま
し
た
。

　
ま
た
「
昭
和
五
十
四
年
産
米
政
府

買
入
れ
価
格
の
引
き
上
げ
と
農
業
基

本
政
策
の
確
立
に
関
す
る
意
見
書
」

を
可
決
し
、
関
係
行
政
庁
に
送
付
し

ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
十
二
人
の
議
員
が
行

い
ま
し
た
．
今
議
会
で
審
議
さ
れ
た

主
な
も
の
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
昭
和
五
十

　
　
　
　
　
一
般
質
問

●
越
村
大
吉
議
員
　
産
業
対
策
に
つ
い

●
橋
本
貞
一
議
員

●
大
島
昭
三
議
員

●
宮
沢
健
一
議
員

●
樋
ロ
熊
蔵
議
員

●
滝
沢
重
治
議
員

●
佐
藤
利
雄
議
員

●
尾
身
武
志
議
員

●
吉
田
正
三
議
員

●
上
村
仁
平
議
員

●
庭
野
耕
策
議
員

●
水
野
寛
男
議
員

四
年
度
）
　
歳
人
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
五

千
百
七
万
七
千
円
追
加
し
、
総
額
八

十
億
八
千
七
百
七
万
七
千
円
と
な
り

ま
し
た
。
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
道

路
橋
梁
費
（
水
上
橋
歩
道
橋
）
災
害

復
旧
費
（
過
年
発
生
農
地
農
業
用
施

設
災
害
復
旧
費
）
等
で
す
。

■
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
　
六

月
十
二
日
任
期
満
了
に
伴
い
、
福
崎

正
平
氏
を
再
任

■
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い

て
　
欠
員
に
な
っ
て
い
た
教
育
委
員

に
林
正
氏
を
任
命

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

ト
水
道
管
渠
布
設
工
事
、
ド
水
道
十

目
町
終
末
処
理
場
建
設
工
事
、
十
日

町
中
学
校
建
設
（
本
体
、
設
備
）
鐙

島
地
区
簡
易
水
道
新
設
工
事

　
　
　
　
　
　
の
主
な
内
容

　
　
　
　
　
　
　
て

市
長
の
市
政
方
針
に
つ
い
て

政
治
姿
勢
に
つ
い
’
＼
地
元
商
店
街
の
発
展
策
に
つ
い
て

市
民
負
担
の
軽
減
に
つ
い
て

農
業
行
政
、
商
工
行
政
、
建
設
行
政
に
つ
い
て

教
育
行
政
に
つ
い
’
＼
交
通
行
政
に
つ
い
て

市
政
方
針
に
つ
い
て

農
林
行
政
に
つ
い
て

教
育
問
題
、
農
業
問
題
、
建
設
問
題

市
政
展
望
に
つ
い
て

建
設
関
係
に
つ
い
イ
＼
市
財
政
に
つ
い
て

農
業
問
題
に
つ
い
て
・
飯
山
線
廃
止
に
つ
い
て

産
業
政
策
、
福
祉
行
政
、
財
政
に
つ
い
て

夏の甕遍喪皇廓敵防止遁動

7／21仕）8姦艦瀦露謹止
～8／20（月）　◎シートベルト●ヘルメット着用の推進

　　　　　　　　　◎原付自転車・二輪車の事故防止

掴
浅
特
例
納
付
制
度
を
ご
存
知
で
す
か

　
国
民
年
金
の
特
例
納
付
制
度
が
、

昨
年
の
七
月
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る

の
を
ご
存
知
で
す
か
．

　
国
民
年
金
の
老
齢
年
金
は
、
①
保

険
料
を
お
さ
め
た
期
間
が
二
十
五
年

（
年
齢
に
柔
っ
て
は
十
年
か
ら
二
十

四
年
に
短
縮
さ
れ
ま
す
）
以
上
あ
り

②
六
十
五
歳
に
な
っ
た
と
き
に
受
け

ら
れ
ま
す
。

　
老
齢
年
金
の
受
給
要
件
の
一
つ
で

あ
る
年
齢
は
、
誕
生
日
ご
と
に
ま
ち

が
い
な
く
や
っ
て
き
ま
す
が
、
も
う

一
つ
の
要
件
で
あ
る
「
保
険
料
の
納

付
」
は
、
お
さ
め
忘
れ
て
い
る
と
年

を
と
っ
た
と
き
、
ま
わ
り
の
人
は
年

金
を
う
け
て
い
る
の
に
、
自
分
だ
け

年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
、
い

わ
ゆ
る
「
無
年
金
者
」
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
「
無
年
金

者
」
を
救
う
た
め
に
実
施
さ
れ
て
い

る
の
が
特
例
納
付
制
度
で
す
。

　
特
例
納
付
で
き
る
人

①
昭
和
五
十
三
年
三
月
以
前
の
国
民

年
金
の
強
制
加
入
期
間
の
う
ち
、
時

効
で
保
険
料
が
お
さ
め
ら
れ
な
く
な

っ
て
い
る
滞
納
期
間
の
あ
る
か
た
．

（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
な
ど
、

任
意
加
入
の
期
間
に
つ
い
て
は
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
）

②
お
さ
め
る
額
　
過
去
の
滞
納
期
間

一
ヵ
月
に
つ
き
四
千
円
。

③
特
例
納
付
で
き
る
期
間
　
昭
和
五

十
五
年
六
月
一
、
一
十
日
ま
で
。

　
特
例
納
付
に
あ
て
は
ま
る
と
き
は
、

す
ぐ
市
民
課
国
民
年
金
係
（
8
七
ー

一
．
二
一
一
番
内
線
一
二
八
）
ま
で
。

　
　
～
カ
ラ
期
間
と

こ
を
　
通
算
制
度

‘
り
後
と
新
座
地
区
に
住
む
A
子
さ

老
ゆ
ん
は
・
同
地
区
で
開
か
れ
た

～
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
年
金
相
談
で
「
あ
の
ー
、
オ

④
た
し
辛
歳
手
が
・
国
民

　
　
　
年
金
に
入
っ
て
い
な
い
ん
で

時ブ代

国民年金に
加入しましょう

藩繰

す
．
知
人
に
聞
い
た
ら
年
金
は
二
十

瓦
年
以
上
か
け
な
い
と
だ
め
で
す
っ

て
ね
．
わ
た
し
六
十
歳
ま
で
あ
と
十

年
し
か
な
い
で
す
し
…
」
A
子
さ
ん
の

ご
主
人
は
織
物
会
社
歪
．
一
十
年
間
厚

生
年
金
に
加
入
し
て
い
る
．
事
情
を

聞
い
た
年
金
係
の
Y
君
は
す
ぐ
こ
う

ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。
「
奥
さ
ん
心
配

は
い
り
ま
せ
ん
。
い
ま
か
ら
で
も
国

民
年
金
に
加
入
で
き
ま
す
。
で
も
貰

え
る
年
金
額
は
他
の
人
よ
り
少
な
い

イ
、
・
す
け
ど
ね
え
」

　
こ
こ
イ
．
・
昭
和
五
年
四
月
一
日
以
前

に
生
ま
れ
た
人
は
、
年
齢
に
応
じ
て

通
算
年
数
が
短
縮
さ
れ
る
こ
と
を
思

い
だ
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
（
大
正
五

年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
五
年
四
月
一

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
は
、
年
齢
に

応
じ
て
十
一
年
か
ら
二
十
四
年
に
短

縮
さ
れ
る
）
A
子
さ
ん
は
五
十
歳
（
昭

和
四
年
生
ま
れ
）
だ
か
ら
、
通
算
年

数
は
二
十
四
年
あ
れ
ば
よ
い
わ
け
だ
．

と
こ
ろ
が
、
こ
こ
で
加
入
し
て
も
六

十
歳
ま
で
あ
と
十
年
し
か
な
い
か
ら

十
四
年
の
不
足
．

　
し
か
し
、
も
う
ひ
と
つ
「
カ
ラ
期

間
」
の
こ
と
を
思
い
だ
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
ご
主
人
が
厚
生
年
金
な
ど

に
加
入
し
て
い
る
妻
の
場
合
、
実
際

に
年
金
に
加
込
て
い
な
く
て
も
「
加

人
し
て
い
た
と
み
な
す
」
期
間
が
認

め
ら
れ
て
い
る
．
A
子
さ
ん
は
、

こ
の
十
四
年
を
似
カ
ラ
期
間
」
で
充

足
し
、
今
後
十
年
保
険
料
を
納
め
て

「
二
十
四
年
」
の
通
算
老
齢
年
金
の

キ
ツ
プ
を
手
に
で
き
る
わ
け
で
あ
る
．

し
か
し
、
老
後
の
年
金
は
、
A
子
さ

ん
が
納
め
る
今
後
の
十
年
分
で
計
算

さ
れ
る
。
（
カ
ラ
期
間
は
除
く
）
ざ
っ

と
試
算
す
る
と
十
八
万
八
千
三
百

円
と
な
る
。
も
し
仮
り
に
A
子
さ
ん

が
始
め
か
ら
加
入
し
て
、
二
十
四
年

間
保
険
料
を
納
め
た
と
す
る
と
年
金

額
は
四
十
五
万
千
九
百
円
に
な
る
。

国
民
年
金
に
加
入
す
る
の
が
遅
か
っ

た
ば
か
り
に
A
子
さ
ん
は
一
年
に
二

十
六
万
円
余
の
年
金
を
損
し
た
わ
け

で
あ
る
。



℃
略
へ
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嬬
入
も
れ
後
継
者
に
救
済
措
置

　
　
　
　
　
　
　
物
価
ス
ラ
イ
ド
も
七
月
分
か
ら
実
施

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
農
業
者
年
金
～

　
農
業
者
年
金
改
正
法
案
が
先
頃
の

国
会
で
可
決
さ
れ
、
そ
の
中
で
加
入

期
限
を
逸
し
て
加
入
で
き
な
く
な
っ

て
い
る
後
継
者
（
い
わ
ゆ
る
“
高
齢

後
継
者
”
）
の
加
入
救
済
措
置
が
新

設
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
親
が
健
在
な
ど
の
理
由

で
農
地
の
権
利
名
義
を
も
っ
て
い
な

か
っ
た
農
業
後
継
者
（
任
意
加
入
資

格
者
）
の
う
ち
、
農
業
者
年
金
に
こ

れ
ま
で
加
入
手
続
き
を
し
て
い
な
か

っ
た
た
め
、
新
た
に
加
入
し
て
も
一

定
の
保
険
料
納
付
済
み
期
間
を
満
た

せ
な
く
て
加
入
で
き
な
か
っ
た
人
が

全
国
に
二
十
万
人
（
四
十
歳
～
六
十

歳
）
ほ
ど
い
る
こ
と
か
ら
設
け
ら
れ

た
救
済
措
置
で
す
．
（
十
日
町
市
で
は

一
．
一
百
人
）

　
今
回
の
改
正
は
、
特
例
を
設
け
、

本
人
の
申
し
出
に
よ
っ
て
二
十
年
と

い
う
】
定
の
保
険
料
納
付
済
み
期
間

（
高
齢
の
人
に
は
期
間
短
縮
の
特
例

が
あ
り
ま
す
）
に
た
り
な
く
な
っ
た

期
間
の
保
険
料
を
納
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
も
の
で
す
。

◎
救
済
対
象
者

①
大
正
八
年
七
月
三
日
～
昭
和
十
五

年
一
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
、
国

民
年
金
加
入
者

生
ま
れ
月
と
基
準
日
の
関
係

生
ま
れ
月
に
よ
る
区
分

基
　
　
準
　
　
日

大
正
八
年
七
月
三
日
か
ら
大
正
九
年
一
月

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
基
金
へ
の
申

し
出
の
日
（
以
下
「
申
出
日
」
と
い
う
）

に
お
い
て
六
十
歳
未
満
の
人

昭
和
四
十
九
年
七
月
一
日

大
正
九
年
一
月
二
日
か
ら
昭
和
十
一
年
一

月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

昭
和
五
十
年
一
月
一
日

昭
和
十
一
年
一
月
二
日
か
ら
昭
和
十
二
年

一
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

昭
和
五
十
一
年
一
月
一
日

昭
和
十
二
年
一
月
二
日
か
ら
昭
和
十
三
年

一
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

昭
和
五
十
二
年
一
月
一
日

昭
和
十
三
年
一
月
二
日
か
ら
昭
和
十
四
年

一
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

昭
和
五
十
三
年
一
月
一
日

昭
和
十
四
年
一
月
二
日
か
ら
昭
和
十
五
年

一
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

昭
和
五
十
四
年
一
月
一
日

②
左
表
の
生
ま
れ
月
の
区
分
に
応
じ

た
基
準
日
に
、
親
が
五
十
艀
，
以
上
の

経
営
者
だ
っ
た
こ
と

③
②
の
経
営
主
の
直
系
卑
属

　
①
～
③
に
該
当
し
て
い
て
も
、
親

が
申
し
出
る
後
継
者
に
農
地
を
譲
ら

な
い
で
農
業
経
営
を
廃
止
し
て
い
る

場
合
は
、
救
済
の
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。④
本
人
（
後
継
者
）
が
申
し
出
る
日

に
ω
後
継
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
親

か
ら
後
継
者
の
指
定
を
受
け
て
い
る

こ
と
回
す
で
に
経
営
主
に
な
っ
て
い

る
場
合
は
、
親
が
基
準
日
に
も
っ
て

い
た
農
地
等
の
過
半
を
譲
り
う
け
て

い
る
こ
と

　
な
お
、
④
す
で
に
被
保
険
者
に
な

っ
て
い
る
人
⑧
経
営
移
譲
年
金
の
受

給
権
を
得
て
い
る
人
◎
現
行
法
’
．
、
加

入
し
て
も
受
給
資
格
が
得
ら
れ
る
人

◎
任
意
脱
退
し
た
人
な
ど
は
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。

◎
申
し
出
期
間
　
し
月
二
日
～
十
二

月
一
．
一
十
一
日

◎
保
険
料
が
納
め
ら
れ
る
期
間
　
表

の
基
準
日
の
月
か
ら
申
し
出
た
月
の

前
月
ま
で

◎
保
険
料
額
　
月
額
一
』
千
六
百
円

◎
申
し
出
先
　
十
日
町
市
農
協
本
所

ま
た
は
も
よ
り
の
農
協
事
業
所
へ

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
十
日
町
市
農

協
金
融
課
（
8
七
－
一
五
七
一
番
）

ま
た
は
市
農
業
委
員
会
（
8
七
－
三

］
一
一
番
内
線
二
六
一
）
ま
ー
．
、
．

年
金
額
三
・
四
％
ア
ッ
プ

　
圭
た
同
法
改
正
に
ょ
〕
、
こ
れ
ま

で
物
価
ス
ラ
イ
ド
の
実
施
期
問
を
繰

勺
上
げ
る
の
に
い
ち
い
ち
法
改
正
が

必
要
に
な
る
現
行
制
度
を
改
め
、
国

民
年
金
が
物
価
ス
ラ
イ
ド
を
実
施
し

た
場
合
は
、
農
業
者
年
金
’
．
、
も
・
て
の

月
か
ら
国
民
年
金
に
準
じ
た
年
金
額

の
引
き
上
げ
が
行
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
．
こ
れ
で
、
農
業
者
年
金
の

物
価
ス
ラ
イ
ド
は
、
制
度
と
し
て
国

民
年
金
と
の
連
動
が
実
現
し
た
わ
け

ー
“
曳
す
（
、

　
圧
士
．
一
年
度
の
全
国
消
費
者
物
価

の
上
昇
率
は
、
先
に
．
∵
四
智
と
確

定
し
ま
し
た
の
で
、
農
業
者
年
金
も
．
一

と
し
七
月
か
ら
．
．
一
・
四
育
引
き
あ
げ

ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
農
業
者
老
齢
年
金
、
離
農

給
付
に
つ
い
て
も
同
様
の
物
価
ス
ラ

イ
ド
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

森
林
の
下
刈
り
作
業
の

　
　
補
助
申
請
は
早
め
に

　
森
林
総
合
整
備
地
域
指
定
に
よ
っ

て
、
人
工
林
の
う
ち
二
十
五
年
生
ま

で
の
林
を
下
刈
り
す
る
場
合
に
補
助

対
象
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
該

当
者
は
七
月
宋
日
ま
で
に
、
対
象
地

す
べ
て
の
土
地
地
番
を
控
え
た
も
の

と
印
鑑
を
持
参
し
て
、
十
日
町
森
林

組
合
（
大
黒
沢
　
3
八
⊥
三
一
五

番
）
で
補
助
申
請
を
早
め
に
ナ
ま
せ
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
植
林
の
補
助
申
請

は
九
月
末
日
ま
で
に
し
て
く
だ
さ
い
。

灘
嘉
宅
児
這
そ
ラ
シ”一ズ
1泌7．、！

給
食
パ
タ
ー
ン
の

　
　
　
　
　
　
　
　
改
善
を

　
文
部
省
で
は
、
魅
力
の
あ
る
食
事

内
容
の
向
上
を
学
校
給
食
改
善
の
第

鱒
の
穏
標
に
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

た
め
に
は
、
良
質
’
．
㌧
安
定
し
た
緬
格

の
学
校
給
食
鶏
物
姿
を
確
保
す
る
こ

と
拶
緊
急
の
課
題
で
す
。
と
く
に
食
、

晶
の
贔
獲
を
こ
れ
以
上
落
せ
な
い
た

め
、
県
単
位
に
食
品
検
査
機
能
を
高

め
て
い
く
手
段
が
と
ら
れ
る
と
と
も

に
、
消
費
者
サ
イ
ド
に
立
っ
て
学
童

の
た
め
の
新
し
い
食
品
糊
発
が
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
後
食
糧
の

海
外
依
存
度
が
高
く
な
っ
て
い
け
ば
、

安
定
し
た
髄
欝
で
良
質
鞍
禦
狡
給
食

嗣
物
資
を
確
保
す
る
こ
諺
は
毒
お
に

む
づ
か
数
く
な
り
ま
ず
。
鞭
治
的
に

栖
格
上
昇
を
押
え
る
と
い
り
《
も
、

こ
れ
に
は
限
度
が
あ
り
、
と
く
に
主

　
漸
a
灘
小
学
校
の
米
飯
給
食

市
教
育
委
員
会

　
食
や
基
幹
物
資
の
確
保
に
対
す
る
抜

　
本
的
対
策
が
当
面
の
緊
急
諜
題
’
、
・
し

　
よ
う
。

　
　
そ
の
場
合
や
は
り
、
パ
ン
と
牛
乳

　
と
い
う
学
被
給
食
の
パ
ヶ
ー
ン
に
は

　
問
題
が
あ
り
ま
す
，
小
愛
粉
は
海
外

　
依
存
に
頼
矯
し
か
華
が
な
く
、
ま
廃

、
乳
牛
の
飼
斜
も
撫
纏
欝
燈
撮
に
舎
わ
・

な
い
志
る
騰
澗
鎌
な
翼
命
を
た

　
ど
ら
ざ
る
藪
欝
饗
讐
ん
毒
饗

　
　
ご
の
際
、
思
い
切
っ
た
学
校
給
食

　
め
バ
タ
ー
ン
の
変
更
を
考
え
な
け
れ

　
ば
な
ら
な
い
と
い
う
声
も
あ
が
っ
て

　
い
ま
す
。
そ
の
可
能
性
が
、
日
本
の

　
米
誘
再
認
識
の
ま
靴
泣
っ
て
落

　
こ
と
を
見
逃
蹴
叢
麟
簾
馨
叢
煙
ん
．

　
学
校
給
嚢
め
主
食
が
バ
藍
懸
な
纏
れ

　
ば
な
ら
態
い
と
縁
、
文
．
都
省
で
も
考

　
え
て
お
ら
ず
、
灘
飯
縷
を
い
か
に

　
多
く
す
る
か
は
、
、
奪
矯
鞠
学
校
給
食

　
の
課
題
で
し
よ
う
．
、
譲
灘

　
　
叢
蓋
嚢
簸
蓋
饗

の
毒
は
、
昭
轟
鞭
礁
憲
冬

塑
．
ン
輸
送
園
轟
繕
馨
驚
、

昭
和
辛
二
釜
鞭
礫
欝
給
嚢

実
施
校
全
部
集
垂
簿
衰
払

ま
し
た
．
現
霧
麟
灘
整
彊

施
が
小
学
校
一
熟
難
凄
募

　
校
、
遍
二
回
実
施
濾
壌
鱗
絞
獲
滋
撰
．

睾
篁
羨
綴
蝋
肇
馨

学
校
七
喪
中
驚
響
鑛
暴
聖

　
っ
て
い
ま
す
。
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劉

教
育
委
員
会
委
員
に
林

監
査
委
員
に
福
崎
の
両
氏
を
選
任

　
市
議
会
第
二
回
定
例
会
は
六
月
十

五
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
議
会
で
は
、
教
育
委

員
会
委
員
に
林
正
氏
を
任
命
し
、
監

査
委
員
に
福
崎
正
平
氏
が
再
任
さ
れ
、

二
十
五
議
案
（
請
願
十
件
、
陳
情
三

件
を
含
む
）
が
審
議
さ
れ
、
二
十
議

案
に
つ
い
て
は
可
決
・
採
択
さ
れ
、

一
議
案
に
つ
い
て
は
継
続
審
査
と
な

り
ま
し
た
。

　
ま
た
「
昭
和
五
十
四
年
産
米
政
府

買
入
れ
価
格
の
引
き
上
げ
と
農
業
基

本
政
策
の
確
立
に
関
す
る
意
見
書
」

を
可
決
し
、
関
係
行
政
庁
に
送
付
し

ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
十
二
人
の
議
員
が
行

い
ま
し
た
．
今
議
会
で
審
議
さ
れ
た

主
な
も
の
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
昭
和
五
十

　
　
　
　
　
一
般
質
問

●
越
村
大
吉
議
員
　
産
業
対
策
に
つ
い

●
橋
本
貞
一
議
員

●
大
島
昭
三
議
員

●
宮
沢
健
一
議
員

●
樋
ロ
熊
蔵
議
員

●
滝
沢
重
治
議
員

●
佐
藤
利
雄
議
員

●
尾
身
武
志
議
員

●
吉
田
正
三
議
員

●
上
村
仁
平
議
員

●
庭
野
耕
策
議
員

●
水
野
寛
男
議
員

四
年
度
）
　
歳
人
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
五

千
百
七
万
七
千
円
追
加
し
、
総
額
八

十
億
八
千
七
百
七
万
七
千
円
と
な
り

ま
し
た
。
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
道

路
橋
梁
費
（
水
上
橋
歩
道
橋
）
災
害

復
旧
費
（
過
年
発
生
農
地
農
業
用
施

設
災
害
復
旧
費
）
等
で
す
。

■
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
　
六

月
十
二
日
任
期
満
了
に
伴
い
、
福
崎

正
平
氏
を
再
任

■
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い

て
　
欠
員
に
な
っ
て
い
た
教
育
委
員

に
林
正
氏
を
任
命

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

ト
水
道
管
渠
布
設
工
事
、
ド
水
道
十

目
町
終
末
処
理
場
建
設
工
事
、
十
日

町
中
学
校
建
設
（
本
体
、
設
備
）
鐙

島
地
区
簡
易
水
道
新
設
工
事

　
　
　
　
　
　
の
主
な
内
容

　
　
　
　
　
　
　
て

市
長
の
市
政
方
針
に
つ
い
て

政
治
姿
勢
に
つ
い
’
＼
地
元
商
店
街
の
発
展
策
に
つ
い
て

市
民
負
担
の
軽
減
に
つ
い
て

農
業
行
政
、
商
工
行
政
、
建
設
行
政
に
つ
い
て

教
育
行
政
に
つ
い
’
＼
交
通
行
政
に
つ
い
て

市
政
方
針
に
つ
い
て

農
林
行
政
に
つ
い
て

教
育
問
題
、
農
業
問
題
、
建
設
問
題

市
政
展
望
に
つ
い
て

建
設
関
係
に
つ
い
イ
＼
市
財
政
に
つ
い
て

農
業
問
題
に
つ
い
て
・
飯
山
線
廃
止
に
つ
い
て

産
業
政
策
、
福
祉
行
政
、
財
政
に
つ
い
て

夏の甕遍喪皇廓敵防止遁動
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掴
浅
特
例
納
付
制
度
を
ご
存
知
で
す
か

　
国
民
年
金
の
特
例
納
付
制
度
が
、

昨
年
の
七
月
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る

の
を
ご
存
知
で
す
か
．

　
国
民
年
金
の
老
齢
年
金
は
、
①
保

険
料
を
お
さ
め
た
期
間
が
二
十
五
年

（
年
齢
に
柔
っ
て
は
十
年
か
ら
二
十

四
年
に
短
縮
さ
れ
ま
す
）
以
上
あ
り

②
六
十
五
歳
に
な
っ
た
と
き
に
受
け

ら
れ
ま
す
。

　
老
齢
年
金
の
受
給
要
件
の
一
つ
で

あ
る
年
齢
は
、
誕
生
日
ご
と
に
ま
ち

が
い
な
く
や
っ
て
き
ま
す
が
、
も
う

一
つ
の
要
件
で
あ
る
「
保
険
料
の
納

付
」
は
、
お
さ
め
忘
れ
て
い
る
と
年

を
と
っ
た
と
き
、
ま
わ
り
の
人
は
年

金
を
う
け
て
い
る
の
に
、
自
分
だ
け

年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
、
い

わ
ゆ
る
「
無
年
金
者
」
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
「
無
年
金

者
」
を
救
う
た
め
に
実
施
さ
れ
て
い

る
の
が
特
例
納
付
制
度
で
す
。

　
特
例
納
付
で
き
る
人

①
昭
和
五
十
三
年
三
月
以
前
の
国
民

年
金
の
強
制
加
入
期
間
の
う
ち
、
時

効
で
保
険
料
が
お
さ
め
ら
れ
な
く
な

っ
て
い
る
滞
納
期
間
の
あ
る
か
た
．

（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
な
ど
、

任
意
加
入
の
期
間
に
つ
い
て
は
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
）

②
お
さ
め
る
額
　
過
去
の
滞
納
期
間

一
ヵ
月
に
つ
き
四
千
円
。

③
特
例
納
付
で
き
る
期
間
　
昭
和
五

十
五
年
六
月
一
、
一
十
日
ま
で
。

　
特
例
納
付
に
あ
て
は
ま
る
と
き
は
、

す
ぐ
市
民
課
国
民
年
金
係
（
8
七
ー

一
．
二
一
一
番
内
線
一
二
八
）
ま
で
。

　
　
～
カ
ラ
期
間
と

こ
を
　
通
算
制
度

‘
り
後
と
新
座
地
区
に
住
む
A
子
さ

老
ゆ
ん
は
・
同
地
区
で
開
か
れ
た

～
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
年
金
相
談
で
「
あ
の
ー
、
オ

④
た
し
辛
歳
手
が
・
国
民

　
　
　
年
金
に
入
っ
て
い
な
い
ん
で

時ブ代

国民年金に
加入しましょう

藩繰

す
．
知
人
に
聞
い
た
ら
年
金
は
二
十

瓦
年
以
上
か
け
な
い
と
だ
め
で
す
っ

て
ね
．
わ
た
し
六
十
歳
ま
で
あ
と
十

年
し
か
な
い
で
す
し
…
」
A
子
さ
ん
の

ご
主
人
は
織
物
会
社
歪
．
一
十
年
間
厚

生
年
金
に
加
入
し
て
い
る
．
事
情
を

聞
い
た
年
金
係
の
Y
君
は
す
ぐ
こ
う

ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。
「
奥
さ
ん
心
配

は
い
り
ま
せ
ん
。
い
ま
か
ら
で
も
国

民
年
金
に
加
入
で
き
ま
す
。
で
も
貰

え
る
年
金
額
は
他
の
人
よ
り
少
な
い

イ
、
・
す
け
ど
ね
え
」

　
こ
こ
イ
．
・
昭
和
五
年
四
月
一
日
以
前

に
生
ま
れ
た
人
は
、
年
齢
に
応
じ
て

通
算
年
数
が
短
縮
さ
れ
る
こ
と
を
思

い
だ
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
（
大
正
五

年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
五
年
四
月
一

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
は
、
年
齢
に

応
じ
て
十
一
年
か
ら
二
十
四
年
に
短

縮
さ
れ
る
）
A
子
さ
ん
は
五
十
歳
（
昭

和
四
年
生
ま
れ
）
だ
か
ら
、
通
算
年

数
は
二
十
四
年
あ
れ
ば
よ
い
わ
け
だ
．

と
こ
ろ
が
、
こ
こ
で
加
入
し
て
も
六

十
歳
ま
で
あ
と
十
年
し
か
な
い
か
ら

十
四
年
の
不
足
．

　
し
か
し
、
も
う
ひ
と
つ
「
カ
ラ
期

間
」
の
こ
と
を
思
い
だ
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
ご
主
人
が
厚
生
年
金
な
ど

に
加
入
し
て
い
る
妻
の
場
合
、
実
際

に
年
金
に
加
込
て
い
な
く
て
も
「
加

人
し
て
い
た
と
み
な
す
」
期
間
が
認

め
ら
れ
て
い
る
．
A
子
さ
ん
は
、

こ
の
十
四
年
を
似
カ
ラ
期
間
」
で
充

足
し
、
今
後
十
年
保
険
料
を
納
め
て

「
二
十
四
年
」
の
通
算
老
齢
年
金
の

キ
ツ
プ
を
手
に
で
き
る
わ
け
で
あ
る
．

し
か
し
、
老
後
の
年
金
は
、
A
子
さ

ん
が
納
め
る
今
後
の
十
年
分
で
計
算

さ
れ
る
。
（
カ
ラ
期
間
は
除
く
）
ざ
っ

と
試
算
す
る
と
十
八
万
八
千
三
百

円
と
な
る
。
も
し
仮
り
に
A
子
さ
ん

が
始
め
か
ら
加
入
し
て
、
二
十
四
年

間
保
険
料
を
納
め
た
と
す
る
と
年
金

額
は
四
十
五
万
千
九
百
円
に
な
る
。

国
民
年
金
に
加
入
す
る
の
が
遅
か
っ

た
ば
か
り
に
A
子
さ
ん
は
一
年
に
二

十
六
万
円
余
の
年
金
を
損
し
た
わ
け

で
あ
る
。
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愛
の
協
力
募
盒
に
こ
協
力
麿

　
第
二
十
九
回
「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」
が
七
月
全
国
的
に
展
開
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
全
て
の
国
民
が
、

犯
罪
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち

の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
・
て
れ

〃
、
れ
の
立
場
に
お
い
て
ガ
を
合
わ
せ

犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う

と
す
る
全
国
的
な
運
動
イ
．
k
す
．

　
新
潟
県
イ
．
、
は
、
知
事
が
実
施
委
員

長
と
な
り
、
「
地
域
活
動
の
推
進
に
ょ

る
青
少
年
の
非
行
防
止
」
を
重
点

目
標
と
し
て
、
非
行
化
防
止
と
罪
を

犯
し
た
人
の
更
生
に
慈
愛
の
手
を
さ

し
の
べ
て
お
り
ま
す
が
、
最
近
に
お

け
る
青
少
年
非
行
化
は
、
低
年
令
化

か
依
然
と
し
て
進
行
し
て
お
り
、
こ

れ
ら
の
非
行
の
多
く
は
、
ご
く
普
通

の
家
庭
の
青
少
年
で
あ
り
、
内
容
も

町
内
ぐ
篠
礁
嬢
．
、
、

　
　
　
　
消
火
訓
練
’

万
引
き
、
窃
盗
、
シ
ン
ナ
i
遊
び
、

女
子
生
徒
に
よ
る
性
的
非
行
や
集
団

暴
力
事
犯
等
の
非
行
が
一
層
増
加
す

る
傾
向
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
犯
罪
者
を
少
年
院
や
刑

務
所
で
教
育
す
る
だ
け
で
な
く
、
社

会
生
活
を
さ
せ
な
が
ら
、
社
会
の
人

た
ち
の
愛
の
手
で
立
派
に
更
生
す
る

こ
と
が
最
も
大
切
で
す
。
そ
の
た
め

保
護
観
察
官
や
保
護
司
の
指
導
監
督
、

補
導
援
護
に
よ
り
健
全
な
生
活
が

出
来
る
よ
う
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

　
青
少
年
の
健
全
育
成
及
び
防
犯
活

動
、
犯
罪
者
の
更
生
指
導
を
関
係
機

関
は
も
と
よ
り
市
民
各
位
の
ご
理
解

を
頂
き
、
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
の
趣
旨
と
成
果
が
期
さ
れ
る
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
七
月
の
運
動
期
間
中
に
愛

　
六
月
十
七
日
、
四
日
町
第
三
、
第

四
で
は
、
町
内
総
出
で
初
期
消
火
訓

練
を
行
い
ま
し
た
．
こ
の
訓
練
は
、

最
近
の
火
災
が
一
般
住
宅
か
ら
多
く

発
生
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
火
災

の
恐
ろ
し
さ
を
体
験
し
、
消
火
器
の

使
い
方
、
管
理
の
方
法
に
つ
い
て
学

ぼ
う
と
、
町
内
の
空
地
に
仮
設
建
物

を
つ
く
り
実
施
し
た
も
の
で
す
．

　
消
防
署
、
消
防
後
援
会
で
は
、
他

の
町
内
で
も
万
一
の
火
災
に
備
え
て

消
火
器
の
訓
練
を
さ
れ
る
よ
う
望
ん

で
い
ま
す
。
お
問
い
合
せ
は
消
防
署

（
8
七
ー
一
五
五
五
番
）
へ
。

の
協
力
募
金
「
封
筒
募
金
」
が
例
年

の
通
り
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
．

（
十
日
町
市
実
施
委
員
長
小
林
賢
秀
）

　
　
新
潟
県

　
　
　
　
　
最
低
賃
金

　
新
潟
県
最
低
賃
金
が
次
の
と
お
り

改
正
さ
れ
、
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
新
潟
県
最
低
賃
金

］
日
　
二
千
一
∴
百
九
十
二
円
（
時
間

給
の
労
働
者
は
一
時
間
三
百
一
円
）

◆
卸
売
業
・
小
売
業

一
日
　
二
千
五
百
五
十
五
円
（
時
間

給
一
、
一
百
二
十
円
）

◆
食
料
品
製
造
業

一
日
　
二
千
六
百
二
十
五
円
（
時
間

給
三
百
二
十
九
円
）

◆
木
材
・
木
製
品
・
家
具
・
装
備
品

製
造
業

】
日
　
二
千
七
百
六
十
三
円
（
時
間

給
三
百
四
十
六
円
）

◆
機
械
・
金
属
製
品
等
製
造
業
及
ぴ

自
動
車
整
備
業

］
日
　
二
千
八
百
八
十
五
円
（
時
間

給
三
百
六
十
『
円
）

◆
出
版
．
印
刷
・
同
関
連
産
業

一
日
　
二
千
七
百
八
十
四
円
（
時
間

給
三
百
四
十
八
円
）

◆
繊
維
産
業

一
日
　
二
千
四
百
七
十
円
（
時
間
給

一
．
一
百
九
円
）

お
問
い
合
せ
は
労
働
基
準
監
督
署
へ

屋
外
広
告
物

　
講
習
会
を
開
催

　
屋
外
広
告
業
を
営
む
人
は
、
県
屋

外
広
告
物
条
例
で
、
屋
外
広
告
物
講

習
会
修
了
者
の
設
置
が
必
要
で
す
．

　
県
イ
．
、
は
、
次
に
よ
り
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
の
鴫
＼
希
望
者
は
受
講
申

し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
　
七
月
二
十
七
日
　
午
前
十
時

か
ら
午
後
五
時

場
所
　
新
潟
県
土
地
改
良
会
館

申
込
　
七
月
二
十
日
ま
で
に
県
土
木

部
都
市
計
画
課
。
詳
細
は
十
日
町
土

木
事
務
所
（
8
七
－
五
五
一
一
番
）
へ

　　　　県下初の満州井戸

　　　　　　一第1水源改良工事一

　十日町橋下の第1水源では、井戸改良工事が進

めr）れています。今の井戸の能力が低下して増大

する水需要に対処できなくなってきたため、楡満州

井戸”と呼ばれる、県下初の立型集水井戸を堀っ

っているのです。

　6月27日、開放試験が行われ、バルブを開ける

と水が吹き出し成功です。この井戸が完成すると

1日1万トンの取水能力があり、冬場の渇水期に

にも安心して水を供給することができます。

、妻ひ1蒔讐“瓢こ曲“

　　　　シリーズ照4

飯山線田沢燧道崩壊

昭和2年7月31日
蹴
麓
じ
勧
伽
ら
駿
即
断
隣
亀
る
μ
齪
罵
艇
塀
と
凄
“
て
め
倉
飯
山
鍛

逼
本
瓢
田
澤
材
田
灘
ト
ン
ネ
欺
2
震
予
三
の
國
－
唇

は
去
る
三
十
一
日
朝
の
七
時
四
十
分
頃
南
ロ
よ

り
（
百
尺
鞍
の
奥
、
岬
あ
未
泥
7
ー
チ
確
き
に
せ

ざ
る
箇
所
約
亭
百
尺
程
4
天
董
．
並
に
残
り
の
垣

表
の
土
砂
が
崩
壊
陥
浸
し
夜
の
て
折
り
し
も
7

置
チ
捲
作
叢
中
の
左
紀
の
人
夫
こ
十
五
名
纏
受

の
ま
、
生
き
樫
め
乏
亀
つ
た
f
あ
ゆ
醐
属
雛
茎
艶
馳
朗

函
．
艶
馳
恕
瓢
o
醐
韓
雌
紙
セ
偲
食
占
，
軟
ム
仁
て
航
叫
幽
＆

げ
即
し
食 鴫

呼
悲
接
！
ま
恰
”

田
澤
燧
道
崩
壊
　
聞

　
　
生
埋
め
の
導
い
受
難
者
廿
五
名
新

　
　
地
下
客
る
し
い
う
め
き
と
夷
の
悉
嘆
町

　
　
　
　
玉
．
難
盤
縷
襲
ず
稲

鉾
瀞
蓮
叢
勢

難
購
鉱
灘

　
私
は
若
い
頃
、
十
年
あ
ま
り
ブ
ン

屋
を
し
て
い
た
。
ブ
ン
屋
は
い
ろ
い

ろ
の
こ
と
に
出
合
う
．
何
と
い
っ
て

も
痛
々
し
い
の
は
人
命
事
故
だ
．
旬
街

座
の
雪
害
、
あ
れ
は
ひ
ど
か
っ
た
。

あ
の
現
場
を
い
ま
思
い
だ
し
て
も
そ

っ
と
す
る
．
飯
山
鉄
道
の
田
沢
ト
ン

ネ
ル
陥
没
事
故
も
ま
た
悲
惨
の
も
の

イ
、
㌧
あ
っ
た
。

　
田
沢
ト
ン
ネ
ル
の
惨
事
は
、
昭
和

二
年
七
月
三
十
一
日
の
で
き
ご
と
で

あ
る
。
田
沢
ト
ン
ネ
ル
は
信
濃
川
と

清
津
川
の
合
流
点
の
段
丘
、
細
砂
を

ま
じ
え
た
崩
れ
や
す
い
、
も
ろ
い
土

を
え
ぐ
っ
て
い
る
。
全
長
四
百
四
十

二
材
う
ち
南
口
六
十
六
材
が
バ
ダ
ッ

と
崩
壊
陥
没
し
た
．
飯
山
鉄
道
は
こ

の
日
、
は
じ
め
現
津
南
駅
ま
で
北
進

　
気
に
田
沢
開
通
を
め
ざ
し
、
人
海

作
戦
を
と
っ
て
多
数
の
坑
夫
、
工
夫

を
入
れ
て
い
た
が
、
う
ち
二
十
五
名

が
崩
土
の
下
に
生
き
埋
め
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
あ
る
．
中
に
朝
鮮
人

が
十
↓
名
ま
じ
っ
て
い
た
。
大
惨
事

で
あ
る
。

　
救
援
作
業
は
実
に
難
行
し
た
。
仲

織
欝
“
鞍
羅
付

…
肇
掌
き
誕
し
日

o
夕
あ
皇
サ
艦
駁
”
伊
ひ
躍
，
静

な
ガ
ハ
ぬ
ぱ
ぬ
ぼ
ゆ
ロ
ま
　

膝
雛
講
驚
月

簑
に
群
…
・
8

眞
鮎
幽
f
る
こ
と
な
伊
，
・
暇

警
評
梨
・
年

繭
標
へ
が
“
匙

竃
ん
轟
は
子
を
2

環
謬
懐
麹
和

の
鱈
き
“
甕
妥
昭

島
【
臨
ガ
溢
忌
e

，
駅
麟
匡
』
ら
魔
撃
魏
一

■
飽
【
ρ
a
」
9
，
セ
，
」

間
を
失
っ
て
興
奮
し
た
坑
夫
た
ち
は

も
の
凄
い
形
相
で
あ
る
。
駆
け
だ
し

の
要
領
の
よ
く
な
い
ブ
ン
屋
は
荒
男

の
鉄
拳
や
ス
コ
ッ
プ
の
制
裁
を
う
け

よ
う
と
し
た
こ
と
も
一
再
げ
．
㌧
な
か
っ

た
。
坑
外
で
は
遭
難
者
の
家
族
の
夫

や
子
を
呼
ん
で
悲
痛
に
泣
き
叫
け
ん

で
い
る
情
景
は
ま
る
で
地
獄
絵
を
見

る
よ
う
で
あ
っ
た
。

　
坑
内
は
も
ろ
い
土
な
の
で
掘
っ
て

も
掘
っ
て
も
そ
の
あ
と
か
ら
崩
れ
る
。

一
日
に
一
メ
ー
ト
ル
も
掘
り
進
め
得

な
い
日
も
あ
っ
た
。
作
業
は
進
ま
な

か
っ
た
。
四
日
目
一
人
、
五
日
目
に

三
人
、
六
日
目
に
四
人
、
八
日
目
に

二
人
と
い
う
わ
け
で
全
員
十
九
名
を

救
出
し
た
の
は
実
に
六
十
余
日
を
経

た
九
月
二
十
九
日
で
あ
っ
た
。
長
が

い
長
が
い
悲
嘆
の
日
月
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
た
め
鉄
道
の
田
沢
開
通
は
ニ

ヵ
月
も
遅
れ
た
。
私
の
十
余
年
の
ブ

ン
屋
生
活
の
中
で
つ
ま
り
地
方
に
こ

れ
ほ
ど
大
き
く
、
ま
た
悲
惨
な
事
故

は
旬
街
座
の
雪
禍
と
こ
の
事
故
の
二

つ
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
（
山
内
軍
平
）
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県
展
・

十
日
町
展
賑
う

　
第
三
十
四
回
新
潟
県
美
術
展
、
十

日
町
展
が
、
六
月
二
十
九
日
か
ら
七

月
四
日
ま
で
市
民
体
育
館
で
開
か
れ

ま
し
た
。
県
展
の
移
動
展
が
市
内
で

開
か
れ
る
の
は
三
年
ぶ
り
と
あ
っ
て
、

　6月のカラツユにサボテンも生き生き

　　　　　　　　　　一尾崎・池田さん宅一
　今年の6月び）ツユは男性型のカラ梅雨．6月8日に梅雨入1）宣

言力こでてからもいっこう1こ1＝何が匡葦らず汗二lf／）び）’C♪酉己力二でたほ

ど．7月に入ると一転して集中豪雨に襲オ）れ、災害の心配．

　二のカラ梅雨と今冬の異常小雪を喜んだのか尾崎グ）池田良

長さん宅のサボテンが生き生き。

　このサボテン、センニンテンと言われる寒さに弱い種類な

のだが、池田さんび）庭に根づいてから20年、い！）もは、50個

ぐらいしか花を・）けないのに今年は250個もの花をつけて、南

国特有の情熱的な黄色い花が近所び）話題を呼んでいます。

市
民
の
関
心
は
高
く
、
名
ヶ
山
小
、

真
田
小
、
東
下
組
小
な
ど
が
学
校
ぐ

る
み
で
参
観
し
た
の
を
は
じ
め
、
六

日
間
に
延
五
千
余
人
の
入
場
者
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
彫
刻
の
部
で
奨
励
賞

を
受
賞
し
た
丸
山
貴
志
さ
ん
の
「
裸

婦
」
．
写
真
の
部
で
同
じ
く
奨
励
賞

の
竹
内
賢
一
さ
ん
の
「
小
さ
な
メ
モ

リ
ー
」
な
ど
市
内
か
ら
の
入
賞
作
品

が
二
十
二
点
も
あ
り
、
同
時
に
開
催

さ
れ
た
第
九
回
新
潟
県
ジ
コ
ニ
ア
展

に
も
、
金
賞
に
島
田
敦
子
さ
ん
（
川

治
小
）
　
柳
光
徳
君
（
南
中
）
　
銀

賞
に
長
谷
川
大
君
（
十
日
町
小
）

池
田
美
恵
子
さ
ん
（
南
中
）
の
作
品

な
ど
三
十
四
点
も
展
示
さ
れ
て
い
て

人
気
を
集
め
て
い
ま
し
た
．

　
県
ジ
ュ
■
ニ
ア
展

欝
贈
　
　
　
　
　
　
，
盛
醤
・
徽
蟹

図書利用者のつどい
　　　　一公民館・本館一

　
公
民
館
図
書
室
の
利

用
が
ふ
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
と
も
な
っ
て
新

し
い
要
望
な
ど
も
で
て

き
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
そ
こ
で
公
民
館
で
は

目
ご
ろ
図
書
室
を
利
用

い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ

ん
か
ら
、
ご
意
見
や
ご

希
望
を
お
聞
き
す
る
会

を
計
画
し
ま
し
た
．
第

一
回
は
お
も
に
次
の
よ
う
な
こ
と
に

つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
①
図
書
の
選
定
に
つ
い
て

　
②
書
架
の
並
べ
か
た
に
つ
い
て

　
③
読
書
会
に
つ
い
て

　
こ
れ
か
ら
図
書
室
を
利
用
し
よ
う

と
思
っ
て
い
る
か
た
の
参
加
も
歓
迎

し
ま
す
。
ど
う
ぞ
仲
間
を
誘
っ
て
大

勢
で
お
い
で
く
だ
さ
い
．

　
と
き
七
月
二
十
四
日
（
火
）

　
　
　
　
　
夜
七
時
三
十
分
～

　
と
こ
ろ
　
市
公
民
館
本
館

　
　
　
　
　
　
　
図
書
室

★
と
お
か
ま
ち
の
碑

　
四
月
号
の
市
報
に
も
紹
介
し
て
あ

り
ま
す
。
郷
土
十
日
町
再
発
見
の
散

歩
地
図
と
し
て
最
適
で
す
。
写
真
、

イ
ラ
ス
ト
マ
ッ
プ
も
入
っ
て
い
ま
す
。

（
一
部
三
百
円
…
市
公
民
館
）

灘
灘

　撫㎏螂斡
’
訟

『
鞭

★
紙
ひ
と
え

　
十
日
町
青
年
学
級
イ
ラ
ス
ト
・
ま

ん
が
コ
ー
ス
が
、
自
分
達
で
描
い
た
．

ま
ん
が
を
自
分
達
で
印
刷
・
製
本
し

た
“
ま
ん
が
誌
”
で
す
．
未
来
の
マ

ン
ガ
家
を
夢
み
て
、
楽
し
・
て
う
に
描

い
て
あ
り
ま
す
．
今
号
で
第
一
．
一
号
と

な
り
ま
し
た
。

薦
　
　
　
　
　

　
　
　
　
胆
鞠
紳

　
　
　
　
顎

★
わ
た
し
の
思
い
出

　
世
代
断
絶
・
…
な
ど
の
問
題
を
考

え
る
時
、
自
分
達
の
昔
の
思
い
出
な

ど
を
子
や
孫
に
伝
え
、
残
す
必
要
も

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
十
日
町
の
老
人

講
座
の
人
達
が
、
昔
の
思
い
出
、
出

来
事
な
ど
の
記
録
を
”
残
す
た
め
〃

”
伝
え
た
い
た
め
”
に
綴
っ
た
も
の

で
す
。
明
治
、
大
正
、
昭
和
の
十
日

町
の
出
来
事
が
年
表
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。灘
灘
灘

　
　
　
　
徽
　
　
　
　
　
「
「
士
守
葦
ダ
舞

糞罵

　
．
碑
　
　
　
　
　
　
　
灘
楚

響
難
馨
，
、
鳩
．
葬
難
難
諺
欝
籍
：
蔵

　
華
鉾
き
継
熱
艶
瀞
雛
轡
．
鍵
．
．
」
．

「
　
涯
誹
」

　
　
　
　
　
ζ
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
齢

さ「　．　　“
の1学習記録・文集
合i　　　一＋日
劇市公民館では洗号に紹

　1各学級や講座の学習のまと

学習記録・文集のご紹介②
　　　　　　　一十日町市公民館一

　市公民館では、先号に紹介した婦人文集び）ほか1

各学級や講座の学習のまとめ、レポートなど出版

ています。なかには目常の生活に大変役立つもび）

あ1）ます。公民館本館、各地区館にありますび）で

否ご覧いただきたいと思います。

し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
撫
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鱒
“

麟
※
「
、
．
畿
．

　
こ
の
妻
有
地
方
で
高
齢
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
一
つ
の
こ
と
に
打

ち
こ
ん
で
人
生
を
生
き
抜
い
て
来
ら

れ
た
女
性
を
実
際
に
訪
ね
、
話
を
聞

い
た
も
の
を
、
十
日
町
婦
人
学
級
の

人
達
が
レ
ポ
ー
ト
し
た
も
の
で
す
。

★
学
習
集
録
「
わ
た
し
た
ち
の
学
習
」

　
料
理
・
焼
物
・
演
劇
・
イ
ラ
ス
ト

ま
ん
が
・
写
真
・
映
画
評
論
の
十
日

町
青
年
学
級
の
各
コ
ー
ス
の
一
年
間

の
学
習
の
成
果
を
ま
と
め
た
も
の
で

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
眠
彗
陛
興
』
離
牽
擁

田田o
　　　笥

　　　　　額

　　　　ふ

ノ
論零

★
飛
渡
通
信
「
ふ
る
さ
と
」

　
飛
渡
の
東
部
分
館
で
毎
年
出
稼
ぎ

先
に
送
っ
て
喜
ば
れ
て
い
ま
す
．
出

稼
ぎ
に
行
っ
て
い
る
人
と
、
後
に
残

っ
た
家
族
と
の
太
い
絆
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。

　
　
盈
溌
　
》
～

　
　
　
含
喜
ψ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
〆
　
風

　
　
　
　
　
　
奉
書
　
∠

★
田
麦
の
ご
っ
た
く
今
昔

　
田
麦
の
婦
人
学
級
が
二
年
間
の
学

習
の
成
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
．

　
昭
和
の
レ
年
代
、
．
．
．
十
年
代
、
κ
卜

年
代
の
行
事
の
う
つ
り
か
わ
り
を
整

理
し
た
も
の
で
す
。
羅
繕



へ
h
臥
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愛
の
協
力
募
盒
に
こ
協
力
麿

　
第
二
十
九
回
「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」
が
七
月
全
国
的
に
展
開
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
全
て
の
国
民
が
、

犯
罪
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち

の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
・
て
れ

〃
、
れ
の
立
場
に
お
い
て
ガ
を
合
わ
せ

犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う

と
す
る
全
国
的
な
運
動
イ
．
k
す
．

　
新
潟
県
イ
．
、
は
、
知
事
が
実
施
委
員

長
と
な
り
、
「
地
域
活
動
の
推
進
に
ょ

る
青
少
年
の
非
行
防
止
」
を
重
点

目
標
と
し
て
、
非
行
化
防
止
と
罪
を

犯
し
た
人
の
更
生
に
慈
愛
の
手
を
さ

し
の
べ
て
お
り
ま
す
が
、
最
近
に
お

け
る
青
少
年
非
行
化
は
、
低
年
令
化

か
依
然
と
し
て
進
行
し
て
お
り
、
こ

れ
ら
の
非
行
の
多
く
は
、
ご
く
普
通

の
家
庭
の
青
少
年
で
あ
り
、
内
容
も

町
内
ぐ
篠
礁
嬢
．
、
、

　
　
　
　
消
火
訓
練
’

万
引
き
、
窃
盗
、
シ
ン
ナ
i
遊
び
、

女
子
生
徒
に
よ
る
性
的
非
行
や
集
団

暴
力
事
犯
等
の
非
行
が
一
層
増
加
す

る
傾
向
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
犯
罪
者
を
少
年
院
や
刑

務
所
で
教
育
す
る
だ
け
で
な
く
、
社

会
生
活
を
さ
せ
な
が
ら
、
社
会
の
人

た
ち
の
愛
の
手
で
立
派
に
更
生
す
る

こ
と
が
最
も
大
切
で
す
。
そ
の
た
め

保
護
観
察
官
や
保
護
司
の
指
導
監
督
、

補
導
援
護
に
よ
り
健
全
な
生
活
が

出
来
る
よ
う
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

　
青
少
年
の
健
全
育
成
及
び
防
犯
活

動
、
犯
罪
者
の
更
生
指
導
を
関
係
機

関
は
も
と
よ
り
市
民
各
位
の
ご
理
解

を
頂
き
、
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
の
趣
旨
と
成
果
が
期
さ
れ
る
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
七
月
の
運
動
期
間
中
に
愛

　
六
月
十
七
日
、
四
日
町
第
三
、
第

四
で
は
、
町
内
総
出
で
初
期
消
火
訓

練
を
行
い
ま
し
た
．
こ
の
訓
練
は
、

最
近
の
火
災
が
一
般
住
宅
か
ら
多
く

発
生
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
火
災

の
恐
ろ
し
さ
を
体
験
し
、
消
火
器
の

使
い
方
、
管
理
の
方
法
に
つ
い
て
学

ぼ
う
と
、
町
内
の
空
地
に
仮
設
建
物

を
つ
く
り
実
施
し
た
も
の
で
す
．

　
消
防
署
、
消
防
後
援
会
で
は
、
他

の
町
内
で
も
万
一
の
火
災
に
備
え
て

消
火
器
の
訓
練
を
さ
れ
る
よ
う
望
ん

で
い
ま
す
。
お
問
い
合
せ
は
消
防
署

（
8
七
ー
一
五
五
五
番
）
へ
。

の
協
力
募
金
「
封
筒
募
金
」
が
例
年

の
通
り
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
．

（
十
日
町
市
実
施
委
員
長
小
林
賢
秀
）

　
　
新
潟
県

　
　
　
　
　
最
低
賃
金

　
新
潟
県
最
低
賃
金
が
次
の
と
お
り

改
正
さ
れ
、
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
新
潟
県
最
低
賃
金

］
日
　
二
千
一
∴
百
九
十
二
円
（
時
間

給
の
労
働
者
は
一
時
間
三
百
一
円
）

◆
卸
売
業
・
小
売
業

一
日
　
二
千
五
百
五
十
五
円
（
時
間

給
一
、
一
百
二
十
円
）

◆
食
料
品
製
造
業

一
日
　
二
千
六
百
二
十
五
円
（
時
間

給
三
百
二
十
九
円
）

◆
木
材
・
木
製
品
・
家
具
・
装
備
品

製
造
業

】
日
　
二
千
七
百
六
十
三
円
（
時
間

給
三
百
四
十
六
円
）

◆
機
械
・
金
属
製
品
等
製
造
業
及
ぴ

自
動
車
整
備
業

］
日
　
二
千
八
百
八
十
五
円
（
時
間

給
三
百
六
十
『
円
）

◆
出
版
．
印
刷
・
同
関
連
産
業

一
日
　
二
千
七
百
八
十
四
円
（
時
間

給
三
百
四
十
八
円
）

◆
繊
維
産
業

一
日
　
二
千
四
百
七
十
円
（
時
間
給

一
．
一
百
九
円
）

お
問
い
合
せ
は
労
働
基
準
監
督
署
へ

屋
外
広
告
物

　
講
習
会
を
開
催

　
屋
外
広
告
業
を
営
む
人
は
、
県
屋

外
広
告
物
条
例
で
、
屋
外
広
告
物
講

習
会
修
了
者
の
設
置
が
必
要
で
す
．

　
県
イ
．
、
は
、
次
に
よ
り
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
の
鴫
＼
希
望
者
は
受
講
申

し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
　
七
月
二
十
七
日
　
午
前
十
時

か
ら
午
後
五
時

場
所
　
新
潟
県
土
地
改
良
会
館

申
込
　
七
月
二
十
日
ま
で
に
県
土
木

部
都
市
計
画
課
。
詳
細
は
十
日
町
土

木
事
務
所
（
8
七
－
五
五
一
一
番
）
へ

　　　　県下初の満州井戸

　　　　　　一第1水源改良工事一

　十日町橋下の第1水源では、井戸改良工事が進

めr）れています。今の井戸の能力が低下して増大

する水需要に対処できなくなってきたため、楡満州

井戸”と呼ばれる、県下初の立型集水井戸を堀っ

っているのです。

　6月27日、開放試験が行われ、バルブを開ける

と水が吹き出し成功です。この井戸が完成すると

1日1万トンの取水能力があり、冬場の渇水期に

にも安心して水を供給することができます。

、妻ひ1蒔讐“瓢こ曲“

　　　　シリーズ照4

飯山線田沢燧道崩壊

昭和2年7月31日
蹴
麓
じ
勧
伽
ら
駿
即
断
隣
亀
る
μ
齪
罵
艇
塀
と
凄
“
て
め
倉
飯
山
鍛

逼
本
瓢
田
澤
材
田
灘
ト
ン
ネ
欺
2
震
予
三
の
國
－
唇

は
去
る
三
十
一
日
朝
の
七
時
四
十
分
頃
南
ロ
よ

り
（
百
尺
鞍
の
奥
、
岬
あ
未
泥
7
ー
チ
確
き
に
せ

ざ
る
箇
所
約
亭
百
尺
程
4
天
董
．
並
に
残
り
の
垣

表
の
土
砂
が
崩
壊
陥
浸
し
夜
の
て
折
り
し
も
7

置
チ
捲
作
叢
中
の
左
紀
の
人
夫
こ
十
五
名
纏
受

の
ま
、
生
き
樫
め
乏
亀
つ
た
f
あ
ゆ
醐
属
雛
茎
艶
馳
朗

函
．
艶
馳
恕
瓢
o
醐
韓
雌
紙
セ
偲
食
占
，
軟
ム
仁
て
航
叫
幽
＆

げ
即
し
食 鴫

呼
悲
接
！
ま
恰
”

田
澤
燧
道
崩
壊
　
聞

　
　
生
埋
め
の
導
い
受
難
者
廿
五
名
新

　
　
地
下
客
る
し
い
う
め
き
と
夷
の
悉
嘆
町

　
　
　
　
玉
．
難
盤
縷
襲
ず
稲

鉾
瀞
蓮
叢
勢

難
購
鉱
灘

　
私
は
若
い
頃
、
十
年
あ
ま
り
ブ
ン

屋
を
し
て
い
た
。
ブ
ン
屋
は
い
ろ
い

ろ
の
こ
と
に
出
合
う
．
何
と
い
っ
て

も
痛
々
し
い
の
は
人
命
事
故
だ
．
旬
街

座
の
雪
害
、
あ
れ
は
ひ
ど
か
っ
た
。

あ
の
現
場
を
い
ま
思
い
だ
し
て
も
そ

っ
と
す
る
．
飯
山
鉄
道
の
田
沢
ト
ン

ネ
ル
陥
没
事
故
も
ま
た
悲
惨
の
も
の

イ
、
㌧
あ
っ
た
。

　
田
沢
ト
ン
ネ
ル
の
惨
事
は
、
昭
和

二
年
七
月
三
十
一
日
の
で
き
ご
と
で

あ
る
。
田
沢
ト
ン
ネ
ル
は
信
濃
川
と

清
津
川
の
合
流
点
の
段
丘
、
細
砂
を

ま
じ
え
た
崩
れ
や
す
い
、
も
ろ
い
土

を
え
ぐ
っ
て
い
る
。
全
長
四
百
四
十

二
材
う
ち
南
口
六
十
六
材
が
バ
ダ
ッ

と
崩
壊
陥
没
し
た
．
飯
山
鉄
道
は
こ

の
日
、
は
じ
め
現
津
南
駅
ま
で
北
進

　
気
に
田
沢
開
通
を
め
ざ
し
、
人
海

作
戦
を
と
っ
て
多
数
の
坑
夫
、
工
夫

を
入
れ
て
い
た
が
、
う
ち
二
十
五
名

が
崩
土
の
下
に
生
き
埋
め
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
あ
る
．
中
に
朝
鮮
人

が
十
↓
名
ま
じ
っ
て
い
た
。
大
惨
事

で
あ
る
。

　
救
援
作
業
は
実
に
難
行
し
た
。
仲

織
欝
“
鞍
羅
付

…
肇
掌
き
誕
し
日

o
夕
あ
皇
サ
艦
駁
”
伊
ひ
躍
，
静

な
ガ
ハ
ぬ
ぱ
ぬ
ぼ
ゆ
ロ
ま
　

膝
雛
講
驚
月

簑
に
群
…
・
8

眞
鮎
幽
f
る
こ
と
な
伊
，
・
暇

警
評
梨
・
年

繭
標
へ
が
“
匙

竃
ん
轟
は
子
を
2

環
謬
懐
麹
和

の
鱈
き
“
甕
妥
昭

島
【
臨
ガ
溢
忌
e

，
駅
麟
匡
』
ら
魔
撃
魏
一

■
飽
【
ρ
a
」
9
，
セ
，
」

間
を
失
っ
て
興
奮
し
た
坑
夫
た
ち
は

も
の
凄
い
形
相
で
あ
る
。
駆
け
だ
し

の
要
領
の
よ
く
な
い
ブ
ン
屋
は
荒
男

の
鉄
拳
や
ス
コ
ッ
プ
の
制
裁
を
う
け

よ
う
と
し
た
こ
と
も
一
再
げ
．
㌧
な
か
っ

た
。
坑
外
で
は
遭
難
者
の
家
族
の
夫

や
子
を
呼
ん
で
悲
痛
に
泣
き
叫
け
ん

で
い
る
情
景
は
ま
る
で
地
獄
絵
を
見

る
よ
う
で
あ
っ
た
。

　
坑
内
は
も
ろ
い
土
な
の
で
掘
っ
て

も
掘
っ
て
も
そ
の
あ
と
か
ら
崩
れ
る
。

一
日
に
一
メ
ー
ト
ル
も
掘
り
進
め
得

な
い
日
も
あ
っ
た
。
作
業
は
進
ま
な

か
っ
た
。
四
日
目
一
人
、
五
日
目
に

三
人
、
六
日
目
に
四
人
、
八
日
目
に

二
人
と
い
う
わ
け
で
全
員
十
九
名
を

救
出
し
た
の
は
実
に
六
十
余
日
を
経

た
九
月
二
十
九
日
で
あ
っ
た
。
長
が

い
長
が
い
悲
嘆
の
日
月
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
た
め
鉄
道
の
田
沢
開
通
は
ニ

ヵ
月
も
遅
れ
た
。
私
の
十
余
年
の
ブ

ン
屋
生
活
の
中
で
つ
ま
り
地
方
に
こ

れ
ほ
ど
大
き
く
、
ま
た
悲
惨
な
事
故

は
旬
街
座
の
雪
禍
と
こ
の
事
故
の
二

つ
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
（
山
内
軍
平
）

第3種郵便物認可）昭和54年7月10目とお』6詐雪働

県
展
・

十
日
町
展
賑
う

　
第
三
十
四
回
新
潟
県
美
術
展
、
十

日
町
展
が
、
六
月
二
十
九
日
か
ら
七

月
四
日
ま
で
市
民
体
育
館
で
開
か
れ

ま
し
た
。
県
展
の
移
動
展
が
市
内
で

開
か
れ
る
の
は
三
年
ぶ
り
と
あ
っ
て
、

　6月のカラツユにサボテンも生き生き

　　　　　　　　　　一尾崎・池田さん宅一
　今年の6月び）ツユは男性型のカラ梅雨．6月8日に梅雨入1）宣

言力こでてからもいっこう1こ1＝何が匡葦らず汗二lf／）び）’C♪酉己力二でたほ

ど．7月に入ると一転して集中豪雨に襲オ）れ、災害の心配．

　二のカラ梅雨と今冬の異常小雪を喜んだのか尾崎グ）池田良

長さん宅のサボテンが生き生き。

　このサボテン、センニンテンと言われる寒さに弱い種類な

のだが、池田さんび）庭に根づいてから20年、い！）もは、50個

ぐらいしか花を・）けないのに今年は250個もの花をつけて、南

国特有の情熱的な黄色い花が近所び）話題を呼んでいます。

市
民
の
関
心
は
高
く
、
名
ヶ
山
小
、

真
田
小
、
東
下
組
小
な
ど
が
学
校
ぐ

る
み
で
参
観
し
た
の
を
は
じ
め
、
六

日
間
に
延
五
千
余
人
の
入
場
者
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
彫
刻
の
部
で
奨
励
賞

を
受
賞
し
た
丸
山
貴
志
さ
ん
の
「
裸

婦
」
．
写
真
の
部
で
同
じ
く
奨
励
賞

の
竹
内
賢
一
さ
ん
の
「
小
さ
な
メ
モ

リ
ー
」
な
ど
市
内
か
ら
の
入
賞
作
品

が
二
十
二
点
も
あ
り
、
同
時
に
開
催

さ
れ
た
第
九
回
新
潟
県
ジ
コ
ニ
ア
展

に
も
、
金
賞
に
島
田
敦
子
さ
ん
（
川

治
小
）
　
柳
光
徳
君
（
南
中
）
　
銀

賞
に
長
谷
川
大
君
（
十
日
町
小
）

池
田
美
恵
子
さ
ん
（
南
中
）
の
作
品

な
ど
三
十
四
点
も
展
示
さ
れ
て
い
て

人
気
を
集
め
て
い
ま
し
た
．

　
県
ジ
ュ
■
ニ
ア
展

欝
贈
　
　
　
　
　
　
，
盛
醤
・
徽
蟹

図書利用者のつどい
　　　　一公民館・本館一

　
公
民
館
図
書
室
の
利

用
が
ふ
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
と
も
な
っ
て
新

し
い
要
望
な
ど
も
で
て

き
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
そ
こ
で
公
民
館
で
は

目
ご
ろ
図
書
室
を
利
用

い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ

ん
か
ら
、
ご
意
見
や
ご

希
望
を
お
聞
き
す
る
会

を
計
画
し
ま
し
た
．
第

一
回
は
お
も
に
次
の
よ
う
な
こ
と
に

つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
①
図
書
の
選
定
に
つ
い
て

　
②
書
架
の
並
べ
か
た
に
つ
い
て

　
③
読
書
会
に
つ
い
て

　
こ
れ
か
ら
図
書
室
を
利
用
し
よ
う

と
思
っ
て
い
る
か
た
の
参
加
も
歓
迎

し
ま
す
。
ど
う
ぞ
仲
間
を
誘
っ
て
大

勢
で
お
い
で
く
だ
さ
い
．

　
と
き
七
月
二
十
四
日
（
火
）

　
　
　
　
　
夜
七
時
三
十
分
～

　
と
こ
ろ
　
市
公
民
館
本
館

　
　
　
　
　
　
　
図
書
室

★
と
お
か
ま
ち
の
碑

　
四
月
号
の
市
報
に
も
紹
介
し
て
あ

り
ま
す
。
郷
土
十
日
町
再
発
見
の
散

歩
地
図
と
し
て
最
適
で
す
。
写
真
、

イ
ラ
ス
ト
マ
ッ
プ
も
入
っ
て
い
ま
す
。

（
一
部
三
百
円
…
市
公
民
館
）

灘
灘

　撫㎏螂斡
’
訟

『
鞭

★
紙
ひ
と
え

　
十
日
町
青
年
学
級
イ
ラ
ス
ト
・
ま

ん
が
コ
ー
ス
が
、
自
分
達
で
描
い
た
．

ま
ん
が
を
自
分
達
で
印
刷
・
製
本
し

た
“
ま
ん
が
誌
”
で
す
．
未
来
の
マ

ン
ガ
家
を
夢
み
て
、
楽
し
・
て
う
に
描

い
て
あ
り
ま
す
．
今
号
で
第
一
．
一
号
と

な
り
ま
し
た
。

薦
　
　
　
　
　

　
　
　
　
胆
鞠
紳

　
　
　
　
顎

★
わ
た
し
の
思
い
出

　
世
代
断
絶
・
…
な
ど
の
問
題
を
考

え
る
時
、
自
分
達
の
昔
の
思
い
出
な

ど
を
子
や
孫
に
伝
え
、
残
す
必
要
も

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
十
日
町
の
老
人

講
座
の
人
達
が
、
昔
の
思
い
出
、
出

来
事
な
ど
の
記
録
を
”
残
す
た
め
〃

”
伝
え
た
い
た
め
”
に
綴
っ
た
も
の

で
す
。
明
治
、
大
正
、
昭
和
の
十
日

町
の
出
来
事
が
年
表
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。灘
灘
灘

　
　
　
　
徽
　
　
　
　
　
「
「
士
守
葦
ダ
舞

糞罵

　
．
碑
　
　
　
　
　
　
　
灘
楚

響
難
馨
，
、
鳩
．
葬
難
難
諺
欝
籍
：
蔵

　
華
鉾
き
継
熱
艶
瀞
雛
轡
．
鍵
．
．
」
．

「
　
涯
誹
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さ「　．　　“
の1学習記録・文集
合i　　　一＋日
劇市公民館では洗号に紹

　1各学級や講座の学習のまと

学習記録・文集のご紹介②
　　　　　　　一十日町市公民館一

　市公民館では、先号に紹介した婦人文集び）ほか1

各学級や講座の学習のまとめ、レポートなど出版

ています。なかには目常の生活に大変役立つもび）

あ1）ます。公民館本館、各地区館にありますび）で

否ご覧いただきたいと思います。
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こ
の
妻
有
地
方
で
高
齢
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
一
つ
の
こ
と
に
打

ち
こ
ん
で
人
生
を
生
き
抜
い
て
来
ら

れ
た
女
性
を
実
際
に
訪
ね
、
話
を
聞

い
た
も
の
を
、
十
日
町
婦
人
学
級
の

人
達
が
レ
ポ
ー
ト
し
た
も
の
で
す
。

★
学
習
集
録
「
わ
た
し
た
ち
の
学
習
」

　
料
理
・
焼
物
・
演
劇
・
イ
ラ
ス
ト

ま
ん
が
・
写
真
・
映
画
評
論
の
十
日

町
青
年
学
級
の
各
コ
ー
ス
の
一
年
間

の
学
習
の
成
果
を
ま
と
め
た
も
の
で

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
眠
彗
陛
興
』
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牽
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　　　笥
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★
飛
渡
通
信
「
ふ
る
さ
と
」

　
飛
渡
の
東
部
分
館
で
毎
年
出
稼
ぎ

先
に
送
っ
て
喜
ば
れ
て
い
ま
す
．
出

稼
ぎ
に
行
っ
て
い
る
人
と
、
後
に
残

っ
た
家
族
と
の
太
い
絆
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。
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奉
書
　
∠

★
田
麦
の
ご
っ
た
く
今
昔

　
田
麦
の
婦
人
学
級
が
二
年
間
の
学

習
の
成
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
．

　
昭
和
の
レ
年
代
、
．
．
．
十
年
代
、
κ
卜

年
代
の
行
事
の
う
つ
り
か
わ
り
を
整

理
し
た
も
の
で
す
。
羅
繕
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近
年
、
高
年
齢
者
の
職
業
問
題
、
生

活
問
題
に
対
す
る
対
策
の
必
要
性
が

さ
け
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
高
年
齢
者

の
雇
用
を
積
極
的
に
進
め
る
こ
と
｛

そ
の
対
策
の
重
要
な
ひ
と
つ
で
＋

　
そ
の
事
業
の
一
環
と
し
て
、
「
レ
目

町
市
高
年
齢
者
職
業
相
談
室
…
が

市
役
所
二
階
（
正
面
玄
関
右
隣
）
に

開
設
さ
れ
、
去
る
七
月
二
日
開
所
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
．

　
相
談
室
に
は
、
高
年
齢
者
職
業
相

談
員
が
常
駐
し
、
高
年
齢
者
の
か
た

に
職
業
相
談
、
職
業
紹
介
、
求
人
者

に
対
す
る
雇
用
相
談
、
求
人
、
求
職

の
鴻
又
理
な
㌦
げ
；
宏
炉
仔
、
て
い
よ
寸

　
相
談
室
か
業
務
の
対
象
．
』
㌻
っ
高

年
齢
者
は
、
概
ね
互
十
配
歳
以
レ
ヘ

人
で
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
、
同
相

談
室
（
8
し

．
、
．
二
一
番
内
線
．
、
．
．

三
）
ま
で
お
願
い
し
ま
す

中
高
年
齢
者
の
雇
用
を

　
　
　
　
促
進
し
ま
し
よ
う

　
中
高
年
齢
者
雇
用
開
発
給
付
金
制

度
が
大
幅
に
拡
充
さ
れ
ま
し
た
．
こ

の
制
度
で
は
、
中
高
年
齢
者
を
雇
用

し
て
、
そ
の
雇
用
割
合
を
た
か
め
た

事
業
セ
．
」
給
付
金
が
支
給
￥
・
五
ま
す

◎
高
年
齢
者
（
五
十
五
歳
～
六
十
四

歳
）
を
雇
用
し
た
場
合
の
助
成

　
最
初
の
軒
．
一
ヵ
月
間
i
芝
払
　
ね
．

賃
金
の
五
分
み
．
、
．
（
中
小
事
業
L
ほ

丘
分
の
四
）
次
の
六
ヵ
月
間
…
支
払

、
た
賃
金
の
．
一
分
の
、
（
中
小
事
業

セ
は
、
、
、
分
の
．
一
）

◎
中
年
齢
者
（
四
十
五
歳
～
五
十
四

歳
）
を
雇
用
し
た
場
合
の
助
成

　
最
初
の
』
ヘ
ヵ
月
間
…
支
払
、
た
賃

　　　辮障蝋繭晦顧・郊

　　i日時8月1日困
ムi　午前9時3・分～午後3時
一7　i場所身体障害者福祉会館
月i相談希望者は7月20日までに市

のi社会福祉事務所（87－3111番内線

納i214）までご連絡ください．連絡

税iのなか確場合は相談を受けρ・れ

　　　ません。

　　□274□

身体璋害者の結婚相談

　新潟県身体障害者団体連合会で

は、身体障害者の結婚相談を常時

行っているほか、巡回結婚相談も

開催しています。

　詳細にっいて依｛市社会福祉事務

所保護係（B7－3111番内線214番）

まで。
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詳
細
よ
レ
日
町
公
共
職
業
女
定
萌

、
B
ピ
　
　
、
渥
、
し
番
）
主
、
．

寄
付
あ
り
が
と
う

社
会
福
祉
事
業
へ
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バ
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こ
い
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点
徹
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▼
野
L
昭
．
．
、
（
駅
通
ど
図
書
券

（
五
万
円
相
当
）
▼
卜
日
町
青
年
会

議
所
　
一
∵
「
厚
円
　
▼
．
．
広
商
事
㈱

．
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万
円
　
▼
卜
日
町
商
事
㈱
　
レ
万

し
千
五
百
円
　
▼
育
山
商
事
㈱
　
四

万
し
千
由
円
　
▼
㈱
西
脇
商
店
卜
日

町
支
店
　
．
て
ー
四
万
円
　
▼
㈱
田
畑

屋
商
店
　
一
、
、
万
千
円
　
▼
角
屋
㈱

し
万
四
千
円
　
▼
㈲
東
京
映
画
　
オ

・
バ
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ー
ヘ
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ー
ロ
シ
ー
サ
リ
・

｛
紀
厚
円
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▼
㈱
柳
商
店
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万

円
　
▼
樋
熊
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次
　
．
、
万
円
　
▼
箔
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ル
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装
㈱
　
．
．
与
円
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㈱
ヂ

原
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店
　
　
．
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円
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㈱
・
ギ
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い
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、
円
　
▼
東
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㈱
教
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映
像
”
、
呂
業

部
新
潟
出
張
所
　
ス
ラ
イ
ド
映
写
機

一
台
（
、
一
万
．
．
．
千
円
相
当
）
▼
レ
日

町
織
物
産
地
協
同
販
売
連
合
会
　
掛

時
計
、
台
（
一
〃
丘
千
円
相
当
）
▼

博
物
館
友
の
会
　
掛
時
計
一
台
（
一

力
．
一
千
円
相
当
）
▼
春
日
茂
（
本
町

圧
r
目
）
掛
時
計
一
．
．
創
（
一
．
厚
円
相

当
）
▼
十
目
町
市
商
店
街
振
興
組
合

連
合
会
　
二
十
κ
万
円
　
▼
卜
日
町

地
区
婦
人
会
　
レ
与
円
　
▼
卜
日
町

マ
ケ
、
ヒ
㈱
　
五
万
円
　
▼
ー
日
町

交
通
㈱
　
五
万
円
　
▼
明
石
交
通
㈱

正
万
円
　
▼
福
島
商
事
㈱
　
．
．
．
厚
円

▼
岩
崎
電
機
㈱
　
カ
ラ
ー
ユ
丁
し
ビ
台

付
一
台
（
レ
ペ
万
円
相
当
）
▼
卜
日

町
北
・
；
ヶ
り

ク
ラ
ブ
　
雪
国
の

動
物
剥
製
一
式
（
し
十
六
厚
四
壬
円

相
当
）
▼
㈱
大
万
書
店
　
ス
チ
ー
ル

製
黒
板
．
台
（
、
一
万
丘
千
互
百
円
相

当
）
▼
織
物
組
合
　
展
示
台
（
瓦
百
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か
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終

　
　
ご
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
最

（
　
－
ド
日
町
市
博
物
館
は
、
雪
と
織
物

（
と
信
濃
川
の
博
物
館
と
し
て
、
二
㌧
一

し
四
月
一
．
ー
し
目
開
館
し
た
は
い
り

D
新
し
い
施
設
で
す
。

　
博
物
館
は
、
郷
上
の
歴
史
を
物
語

（
る
豊
各
料
や
彪
財
を
穿
・

保
存
し
て
後
世
に
伝
え
、
あ
わ
ぜ
て

市
民
の
学
習
に
役
立
て
る
た
め
の
施

設
と
し
て
、
①
資
料
の
収
集
・
整
理
・

保
存
　
②
調
査
・
研
究
　
③
展
示
を

中
心
と
し
た
教
育
普
及
活
動
の
機

能
を
も
ち
、
市
民
に
生
涯
教
育
の
場

を
提
供
す
る
ニ
レ
一
を
目
的
レ
．
し
て
活

動
し
て
い
ま
す

　
施
設
は
鉄
筋
一
部
二
階
建
、
展
示

室
、
収
蔵
庫
、
研
究
室
、
特
別
展
示

室
（
集
会
室
）
、
会
議
室
、
作
業
室

等
の
部
屋
が
あ
り
ま
す
，

　
館
の
中
心
で
あ
る
常
設
展
、
下
は
、

雪
と
織
物
と
信
濃
川
を
も
－
・
に
、
八

マ
で
成
り
症
ち
、
一
巡
す

る
と
こ
の
地
与
の
環
境
、
歴
史
な
ど

が
概
観
で
き
る
柔
う
配
慮
さ
れ
て
い

ま
す
、
ま
た
、
特
別
展
、
不
室
を
使
っ

た
年
数
回
の
特
別
展
や
、
映
写
会
、

講
演
会
な
ど
も
計
画
し
て
い
ま
す
．

　
休
館
日
は
毎
週
月
曜
日
、
祝
日
、

年
末
年
始
．
開
館
時
間
は
午
前
九
時

か
ら
四
時
半
ま
で
。
入
場
料
は
無
料

て
す
、
　
（
博
物
館
長
　
田
村
達
夫
）

…
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．
白
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中
条
小
学
校
へ

　
▼
中
条
小
後
援
会
　
回
転
ブ
ラ
ン

コ
ほ
か
一
件
（
四
十
五
万
円
相
当
）

救
急
用
備
品
購
入
費
と
し
て

　
▼
根
津
恭
二
（
本
町
．
』
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目
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円
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冨3
L

・
固
定
資
産
税
第
二
期
…
納
期
限
は
七
月
三
十
一
日

“
旅
行
の
と
き
、
出
張
の
と
き
、
た
ば
こ
は
市
内
で
お
求
め
く
だ
さ

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
七
月
十
七
日
図
　
午
前
八
時
～

正
午
ま
で
　
大
黒
沢
一
部
　
▼
七
月

十
七
日
図
　
午
後
一
時
～
五
時
ま
で

美
雪
町
一
・
二
∴
、
一
丁
目
各
一
部

錦
町
】
・
二
丁
目
各
｝
部
　
春
日
町

一
・
二
・
三
丁
目
各
一
部
　
高
田
町

．
、
一
r
目
南
・
西
各
一
部
　
高
田
町
四

丁
目
一
部

　
　
　
　
　
　
　
』

事
ヒ
が
2
　
齢

O
市
民
プ
ー
ル
わ
き
に
、
チ
ビ
ッ
コ

待
望
の
幼
児
用
プ
ー
ル
が
今
日
（
十

日
）
オ
ー
プ
ン
。
七
月
四
日
、
十
日

町
保
育
所
の
園
児
が
、

紙
撮
影
の
た
め
一
足
先
に
初
泳
ぎ
。

す
こ
し
冷
た
い
水
の
中
で
も
元
気
に

歓
声
を
あ
げ
て
大
嬉
び
で
し
た
．
今

年
の
夏
は
、
こ
の
プ
ー
ル
、
チ
ビ
ッ

コ
天
国
に
な
り
そ
う
で
す
．

　
　
　
　
　
　
　
い
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今
月
号
の
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